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脆 く女 ・運命の女

シ ャー ル 、 プ レヴ ォー、 デ ィ ドロ と描 写 の 問 題

藤 原 真 実

宗教論、小説、旅行記、回想録の各ジャンルで画期的な作品を残 したロベール ・

シャール(1659-1721)は 、フランス文学研究においてきわめて重要な位置を獲得

しつつある。しかし一般読者の問では、本国フランスにおいてさえ、いまだよく知

られているとは言えない。シャール自身が断固として匿名を通 したため、20世 紀後

半になるまで、名前の正確な綴 りすら知られなかったからである。にもかわらず、

シャールの作pIpqは匿名の時代から今 日に至るまで実によく読まれ続けてきた。

中でも 『フランス名婦伝』2は1713年 にオランダで出版された当初から 『文学新

聞』で多 くの紙面を割いて紹介 されたほどで3、その後 も多数の読者を獲得 したこ

1現 存 す る シ ャ ー ル の作 贔 と して は 、 本稿 で 取 り上 げ る 『フ ラ ンス名 婦 伝 』 の ほ か 、 『ドン ・

キ ホLテ 続 編 』Continuationdel'Histoiredel'Admzyccble1)onQtazchottedelallfanche

(1713);『 東 イ ン ド航 海 日誌 』Journald'unvoyagefaitauxIndesorientales(1721);『 ピ

エ ー ル ・レモ ン宛 東 イ ン ド航 海 日誌 』JournalduvoyagedesIndesorientales..4Monsieur

PierreRaymond(1998);緬 想 録 』Memoires(1996);『 宗 教 に つ い て の異 議 』Difficultes

surlayelzgionpyoposeesauPereMalebranehe(1970)が あ る。 ま た、 既 刊 の 邦 訳 書 と して

は 、 『東 イ ン ド航 海 臓誌 』(塩 川 浩子 ・塩 川徽 也 訳 、 岩 波 書 店 、2001)が あ る。 なお 、 『宗 教

に つ い て の異 議 』 は長 く作 者 未 詳 で あ っ たが 、 フ レデ リ ッ ク ・ドロ ッ フ ル を は じめ とす る

フ ラ ンス の シ ャ ー ル研 究 者 が 作 者 を シ ャ ー ル と断 定 し、 著 者 名 を シ ャ ー ル とす る 完 本 を二

種 類(1983,2000)刊 行 して い る 。 とは い え、 同書 の 草稿(ミ ュ ンヘ ン草 稿 、 マ ザ リー ヌ

草 稿 、 セ フ ェ ー ル 草稿 な ど)に は シ ャ ー ル 以外 の 手 が 加 わ っ た形 跡 が あ り、作 者 を シ ャー

ル ひ と りに限 定 す るに は な お 解 決 す べ き問題 が残 存 す る 。 詳 し くは 、藤 原 に よ る解 題 「『宗

教 につ い て の 異 議 』 と 『軍 人 哲 学 者 幻 、 『啓 蒙 の地 下 文 書 瑚(法 政 大 学 出 版 局 、2011年6

月刊 行 予 定 、p。1023-1062)、 お よ び 「仮 面 を剥 が れ た作 者一 ロベ ー ル ・シ ャー ル と無 署

名 の作 晶 群 一 」,『 人文 学 報 』 第344号(2003)p.1-36)を 参 照 の こ と。

2RobertChalle
,LesIllustres弄 ン僻f厩363,ed,FredericDeloffreetJacquesCormier,1)10L,

1991.以 下、 『フ ラ ンス名 婦 伝 』 へ の言 及 はす べ て この 版(略 号:IF)に 基 づ く。

3∫oκ プクzα〃 漉67厩 プ6
,mai-juin,1713。LaHaye,T.Johnson,(1715),t.1,p。61-68.
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とは、1780年 まで の 間 に15版 を数 え、 英 語(1727)、 ドイ ツ語(1728)、 オ ラ ンダ語

(1738)に 翻 訳 され、 この 小 説 を も とに複 数 の 戯 曲が 書 か れ た こ とか ら もわ か る4。

マ リヴ ォー、 プ レヴ ォー 、 デ ィ ドロ も また そ の 読 者 で あ っ た 。 プ レ ヴ ォー の マ ノ ン

の 中 に 『フ ラ ンス名 婦 伝 』 の ヒ ロ イ ンた ちの 特 徴 が 断 片 的 に 見 出 され る こ とは 知 ら

れ て お り、 特 に 第一 話 の主 人 公 マ ノ ン ・デ ュ ピ ュ イ と第 六 話 の シル ヴ ィー は 『マ ノ

ン ・レス コー 』(1731)と の 関 係 が 深 い。 また 、 デ ィ ドロ の 『運 命 論 者 ジ ャ ック と

そ の 主 人』(1778-80)に 含 まれ る ド ・ラ ・ボ ム レー 夫 入 の挿 話 も 『フ ラ ンス名 婦 伝 』

の 第 六話 「デ ・フ ラ ン とシ ル ヴ ィー の物 語 」 に多 くを負 うこ とが 指 摘 され て きた㌔

そ の よ うに大 きな影 響 力 を持 つ こ とに な る第 六 話 の 申で も、 シ ル ヴ ィー が デ ・フ ラ

ンの 前 に脆 い て 許 し を乞 う場 面 は 岡時 代 の読 者 に衝 撃 を与 え た よ うで 、 プ レ ヴ ォー

もデ ィ ドロ も恋 人(夫)の 前 で 同 じ よ うに脆 く女 性 の姿 を描 い てい る。 ア ン リ ・ク

レが 指 摘 した よ うに 、 「プ レヴ ォー は シ ャー ル を、 デ ィ ドロ はそ れ ら二 人 の 先 駆 者

を思 い 出 しな が ら、 三 人 と も意識 的 に、 シモ ンの家 で イエ ス の足 を 自分 の 髪 で ぬ ぐ
ヴァリアシオン

う悔 俊 した マ グ ダ ラの 主題 に よる変 奏 曲 を書 い た(i」 と言 え る の で あ る。

シ ャ ー ル の研 究 は こ こ三 十 余 年 の 間 にめ ざ ま し く進展 し、 『フ ラ ンス 名 婦 伝 』 に

つ い て は、 モ ノ グ ラ フ を著 した ミ シ ェ ル ・ヴ ェ イユ7と ジ ャ ック ・ポ パ ン8の ほ か 、

フ レデ リ ッ ク ・ドロ ッフ ルO、 フ ラ ンソ ワ ー ズ ・ジ ュ ヴ レ10、ジ ャ ック ・コル ミエll

を は じめ とす る多 数 の研 究 者 が 多 様 な角 度 か らそ の重 要 性 を明 らか に し、 シ ャー ル

PaulLandois,Silvie,tragedie,enprose,enunActe,Paris,1742.CharlesColle,Dupuiset

DesRonais,comedieen3actesetverslibres,Paris,1763;LaVeuve,comedieenunacte

etenprose,1764(composeen1756).

HenriCoulet,≪Lethemedela"Madeleinerepentie"chezChalle,PrevostetDiderot≫,

SaggierieerehediLetteyaturafrancese,XN(1975),p.287-304.

`'Coulet
,art.cite,p.290.

MicheleWeil,RobertChalleromancier,Droz,1991.

8J
ac(duesPopin,Poetzquedes《 刀1π3〃 召3F耀 郷 厩s63》,EditionsInterUniversitaires,1992.

"F
redericDeloffreetJacquesCormier,≪Introduction≫,IF,p.VII-LXXX.

[OF
rancolseGevrey,ゐ'Z〃unionetsespプocedes.Dee<LaPrince∬edeCleves》aux《 刀lustres

2『アαηfα∫s63》,Jos6Cort圭,1988,

HJacquesCormier
,L'atelierdeRobertChalle(1659-ZX21),PUPS,2010、
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が近代的な小説の基礎を築いたことを指摘 してきた。本稿は、それらの研究をふま

えた上で、かつてアンリ ・クレが取 り上げた 「悔俊するマグダラの変奏曲」をあら

ためて取 り上げ、プレヴォー、ディドロとの比較の中からロベール ・シャールの描

写の特徴を見出そうとする試みである。 したがって、標題に含まれる三入の作家の

うち、プレヴォー とディドロについては、あ くまでも比較の対象として、副次的か

つ限定的にテクス トを用いることとし、シャールについても 『フランス名婦伝』の

第六話に対象を絞ることにする。

1.シ ル ヴ ィー と悔 俊 す る罪 の 女

『フランス名婦伝』の第六話

『フランス名婦伝』 は邦訳されておらず、広 く読まれているとは言えないので、

シルヴィーの物語を中心にその概要を示すことか ら始めたい1L。

『フランス名婦伝』は七編の恋愛謳からなるいわゆる枠物語で、時代背景は17世

紀後期、物語はパ リのノー トルダム橋付近の馬車渋滞の場面か ら始まる。久 しぶ り

に帰京 したデ ・フランが渋滞に巻 き込まれ立ち往生 しているところを旧友デ ・ロネ

に助けられ、それを端緒に再会 した男女がそれまでの自身の恋愛事件を互いに語 り

合 うという設定である。七編の物語内物語のうち、友人が本人か ら聞いた話を代弁

する第二話 と第四話を除くすべては一人称体で、枠物語は三人称体で語 られる。い

ずれも語 り手は男性で、女性は語 り手になることはなく、聞き手 として感想を述べ

るだけである。

第六話の主人公兼語 り手デ ・フランがシルヴィーに出会 うのは、聖母マ リア誕生

祭の九月八 日、ノー トルダム教会でのミサの直後である。修道女に声をかけられ、

前夜拾われた孤児の洗礼式で代父を務めることを求められた 「私」は、代母を選ぶ

よう促され、たまたま近 くにいた若い女性を指 し示す。「非常に身な りのよい」そ

12『フラ ンス名婦伝』 全体の あ らす じと
、 そこで表明 された女性論 な どにつ いては、以下 の

拙文 を参照 の こ と。 藤原真 実 「貞 節 とい う美徳一 ロベ ール ・シ ャー ル 『フラ ンス名婦

伝』」、植 田祐次編 『フラ ンス女性 の世紀 啓 蒙 と革命 を通 して見た第二 の性』、世界思想

社、2008、p.27-39.
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の 人 が シ ル ヴ ィー だ っ た。 デ ・フ ラ ンは 出会 っ たそ の 日か ら シ ル ヴ ィー に魅 了 され 、

家 族 や シ ル ヴ ィー 自身 の抵 抗 を よそ に交 際 を始 め る が、 やが て彼 女 の二 重 性 を疑 う

よ う に な る。

狡 猜 な女 たち を全 部足 して も足 りな い く らいの 才気 を彼 女 は ひ と りで持 って い ま し

た。感情 を顔 に巖 さず、表情 を自然 に変 えるその速 さは、名女優 が 自分の役 を しっか り

覚 えて は じめて で きる ような もの で した。 それで いて彼 女 は誠実 さその ものに見 えた

のです。表裏 の ある入で、節操 が な く浮気 で、快楽 を好み、 と りわけ愛 の快 楽 を好 ん

だので、そ のため に名誉や美徳 や蜜 や義務 の一切合切 を犠牲 に して しまったほ どです

(311)'0

罪と潔白の問を揺れ動 くシルヴィーの背後にはあらゆる疑惑が渦巻いている。貴

婦人のように振る舞いながら、実は孤児院で育った過去、かつて彼女を引き取った

公爵夫人の家で執事 と結婚の約束をし、共謀 して公爵夫人の財産を盗んだ疑い、私

生児であることを隠してデ ・フランと結婚するため貧乏貴族を買収 し、その娘であ

ると偽証させようとした疑い等々。騙 されたと確信 したデ ・フランは、復讐 してか

ら別れようと考え、彼女を罵倒しに家に乗 り込んでゆく。シルヴィーが脆 く問題の

場面の一つはそこで展開されることになる1壕。

この場面の後、デ ・フランは葛藤を抱えたまま、翌日出直すと言って帰宅し、心

労で寝込んで しまう。一週間後ようや く回復し、あらためて別れを告げに彼女の家

へ向かうが、シルヴィーの姿を目にしたとたん、その決意は吹き飛んでしまう。

顔面蒼 白の彼 女は驚 くほ どの変 わ りよ うで、 私 と同 じように憔檸 してい ま した。曇 った

顔色、落 ち くぼんだ 目のせいで、彼女 の美 しさはかつて見た こともない ほ ど甘美 に見え

ま した。私 は彼女の中 に欝々新た な魅力 を見 出す運命にあ ったのです。私 はその状 態 を

哀 れに思い、同情が愛情 を目覚 めさせ ました。決意 した ことを忘 れ、考 えておいた酷い

言葉 を言 うどころか、彼女 を慰 めよ うとしか しませ んで した。 なん とい う卑 しさ、なん

とい う弱 さ。私 は自分で流 させ た涙 を拭 ってや り、 こう懇願 したのです。お願いだか ら

1;i以下
、『フラ ンス名婦伝』の引用文に付 した括 弧内の数 字はすべ てIF版(註2を 参照)の ペー

ジ数 を指す。

14次 節の引用文を参 照のこ と
。
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もう泣か ないでほ しい、酷 い ことを言 ったの は怒 りの最初 の爆 発 を抑 えられ なか ったか

らだ と思 ってほ しい、その ことを後悔 した り、その ために病気 になった りして自分 は十

分罰 を受けたのだか ら、 と(338)。

この後、シルヴィーの潔白を証明する人物が現れて二人は和解する。密かに結婚

し、夫婦としての生活を始めるが、幸福 は長 くは続かない。或る晩、旅先から予告

なしに帰宅 したデ ・フランが見たのは、友人ガルワンの腕の中で眠るシルヴィー

だった。その場で二人を刺し殺したい衝動を抑え、領地に引き返すと、そこにシル

ヴィーを呼び寄せて監禁 し、まるで死刑囚のように彼女を罰する。三ヵ月後、怒り

がおさまってくると、復讐心の陰に隠れていた愛情が目覚めるが、妻の不貞を忘れ

て 「罪深い愛欲」に引き戻されることを恐れたデ ・フランは、彼女を修道院に入れ

て旅に出る。それか ら四ヵ月後、ようや くシルヴィーを許す気持ちになるが、同時

に彼女が僧院の中で亡 くなったことを知る。

脆 くシルヴィー

デ ・フランの足もとに身を投げ出し、許 しを請うシルヴィーの姿は、物語の中で

繰 り返 し描かれる。疑惑が発覚 してデ ・フランがシルヴィーの家に乗 り込んでい く

場面で一回、シルヴィーの監禁申に二國5、監禁を解いた後、結婚の破棄か修道院

行 きかを選ばせるためデ ・フランがシルヴィーに会いに行 く場面で一圃6な どで、

そのたびにシルヴィーは泣きなが らデ ・フランの足もとに身を投げ出す。中でも最

も印象的なのは、前節で言及 した以下の場面である。

シルヴ ィーは飛んで行 って ドアを閉め、 荒々 しく押 しの けようとす る私 にひるむ どころ

か、泣 きなが ら私 の足 も とに身 を投 げ 鐵 しま した。 どう しろ とい うの だ、 この嘘つ き

女。 行かせ て くれ。 ぼ くが怒 りをこ らえて手荒 なまね を しない だけい い と思 え。 ぼ く

にはそ うする資格があ るの に。一 だめです。彼女 はそ う雷い なが ら、全力 で私 の片足

に しがみつ き、ふ りほ どこうとす る私 を阻 止しました。一 幽て行 くのは私 の話を聞い

てか らに して くだ さい。 あなたの一番大切 な もの にかけて、 これだけはお願 い します。

IF'pp.416,41.7.

IF;p.419.
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一 い ったい何 を話そ うとい うのだ、 と私 は言 いま した。あなたの インチ キをまた もや

信 じう とい うのか。 〔中略〕 演分 に罪 があ るのはた しかです が、 この罪 を犯 したの は不

運 ゆえで、 あなたを傷 つける意図 などなか ったの もた しかです。それ どころか、私 はあ

なた を失 うのが怖 かったか ら潔白 を失 ったの です。 これほ どあなた を愛 してい なか った

ら、今 も非の打 ち所 のない人間でい られたで しょう。

その瞬 間、私 は彼女 の方 をち ら りと見や り、我 を忘 れま した。彼女は まだ私 の足 もと

にい ましたが、残酷 な気持 ちを さえ萎え させて しまうようなあ りさまで した。泣 き濡れ

た彼 女の、 ひとえの部屋着 の隙 間か ら覗いたあ らわな胸、夜 に髪 を椀 くためにほ どいて

あ った髪、結 われず に体 をつ たって落 ち、全 身を覆 ってい たその髪、屈 従的 な姿勢が

いっそ う感動的 に していた自然 の ままの美 しさ、そ して私 を導 く運 命の星のため に、 自

分の愛の対象、心 の偶像 のほかは もう何 も臼に入 りませ んで した。不信心 か もしれ ませ

んが、彼 女はマ グダラのマ リアの再 来の ように見 えたの です。私 はほろ りとして彼女 を

立ち上が らせ ると、言 いたいことをすべ て書わせてや り、それ には全 く注意 を払い ませ

んで した。 自分が 自分で な くな り、心 の中に次hと 起 こっては打 ち消 し合 う無数の考 え

に引 き裂かれてい ま した。 あるいはむ しろ、生 きなが ら死入 岡様 に意識 のない無感覚の

状fに あ りま した(334-5)。

デ ・フランは絶縁を宣言 して立ち去ろうとし、はじめのうちは激 しい抵抗に心を

動かされる素振 りもない。それほど無慈悲な復讐心を一瞬で骨抜きにしたのは、シ

ルヴィーの言葉でも言い訳でもなく、ただその外貌であった。中でも最も威力をふ

るうのは胸 と髪で、これらは繰 り返 し描かれ、そのたびに物語に新しい展開を与え

ることになる。シャールは彼女の妖艶な容姿の中に恋人を呪縛する絶対的な力を描

き、それをマグダラのマリアに結びつけたのである。

マ グ ダ ラの マ リア

周 知 の とお り、 マ グ ダ ラの マ リ ア と は イエ ス ・キ リス トの 死 と復 活 の証 言者 と し

て新 約 聖 書 に登 場 す る 女 性 で 、 イ エ ス に 「七 つ の 悪 霊 を 追 い 出 して い た だ い た こ

と(「 マ ル コ」16:9、 「ル カ」8:2)」 、 十 字 架 に つ け られ た イ エ ス ・キ リス トの

そ ば に 立 っ て い た こ と(「3バ ネ」19:25)、 イ エ ス ・キ リ ス トの死 と埋 葬 を見 守

り、埋 葬後 は墓 の 方 を向 い て坐 っ て い た こ と(「 マ タ イ」27:55-56、61、 「マ ル コ」

15:40-47)、 墓 の前 で イエ ス の復 活 を天 使 か ら告 げ られ た こ と(「 マ タイ」28:1

-7
、 「マ ル コ」16:1-8)が 伝 え られ て い る。 さ らに ヨハ ネ に よれ ば 、 復 活 し

た イ エ ス に弟 子 た ち よ りも先 に 出遭 い17、「マ リ ア よ」 と呼 び か け られ 、 「先 生 」 と
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答えたマリアにイエスが 「私にさわってはいけない」 と言った(「 ヨハネ」20:14

-1$)と いう話が残され、この場面は数多 くの絵画の素材となった。このように、

福音史家による若干の異同はあるが、マグダラのマリアは時に十二使徒以上に重要

な役割を果たしたことが知られている。このマリアがなぜ シルヴィーに関係づけら

れるかと言えば、これもまたよく知られるように、カトリックの教義においてマグ

ダラのマリアは、ルカによる福音書第七章が語 る 「罪の女」や、ヨハネによる福音

書に登場するベ タニアのマリアと混同され、罪深 さと清 らかさの二面性を具有す

る存在として長 く信仰の対象になってきたからである18。この混同の背景には、グ

ノーシス文書に含 まれる 『マリアによる福音書』や 『フィリポによる福音書』 な

どをはじめとする(キ リス ト教における)外 翼9、 中世のキリス ト教社会における

伝承や教父の講話などが影響 したようだ。ローマ法王グレゴリウスー世(在 位590

-604)の 『福音書講話』にはすでに 「罪の女Jと マグダラのマ リアを同一視する

考え方がはっきり示 されているLO。こうしてマグダラのマリアを元娼婦の聖女と見

倣 し、宗教的回心の模範と見倣す考え方はカトリック世界に広 く浸透 していった。

17「 マ ル コ に よ る 福 音 書 」 の 異 本 に も 同 じ よ う な こ と が 追 記 さ れ て い る
。(「マ ル コ 」16:

9-10)

isCf
.RegisBurnet,!lZarie-Madeleine(1「 ズーXX「siecle):delapecheresse勿8癬6訂 ⑳o銘3648

Jesus,Cerf,2005.EvelynePinto-Mathieu,Marie-MadeleinedapslalitterataireduMoyeyt

Age,Beauchesne,1997.ICJk温 司 『マ グ ダ ラ の マ リア エ ロス とア ガ ペ ー の 聖 女』、 中 公新

書 、2005.

19ほ か に
、 『トマ ス に よ る福 音 書』、 『ピ ス テ ィス ・ソ フ ィア 』 な どが 挙 げ ら れ る 。 これ らの

外 典 に お い て 、 マ グ ダ ラの マ リ ア は 、 イ エ ス ・キ リス トに最 も愛 され た 弟 子 と し て、 神 秘

的 な 能 力 を授 け られ た幻 視 者 と し て、 イ エ ス ・キ リス トの 伴 侶 と して登 場 す る 。 岡 田温

司 前 掲 書 、 お よび 以 下 の 研 究 書 を 参 照 。AlainMontandondir.,Marie-Madeleine。Figure

mythiquedapslalitteyatureetlesarts,P.U.BlaisePascal,1999.

zoグ レゴ リ ウス1世 『福 音 書 講 話 』
、 熊 谷 賢 二 訳 、 上 智 大 学 神 学 部 編 、 創 文 社 、1995.同 書

一 一 「イエ ス と罪 の 女 」 に も、 三 六 「復 活一 マ グ ダ ラの マ リア 」 に もそ れ は見 られ るが 、

特 に後 者 で は 、 「マ グ ダ ラの マ リア は 、 そ の 町 で 罪 の女 と思 わ れ て い た が、 真 理 〔で あ ら れ

る キ リ ス ト〕 を愛 した こ とで 、 涙 を もっ て 罪 の 汚 れ を洗 い去 っ た 」 と し、 そ れ ゆ え 「創 造

主 は、 罪 を犯 した 後、 回 心 して 生 命 を得 た 人hを 、 回 心 の 模 範 と して示 され 」 る こ と を説

い て お り、 同 一 視 の 傾 向 が 顕 著 で あ る 。(/bid.,PP.378,389-390.)
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シ ャー ル の ほ ぼ 同時 代 に活 躍 した フ レ シエ`LIやボ シュ エ2'Lのよ う な説 教 師 た ち も この

前 提 の上 に立 っ て い る。

さて 、 ル カ に よれ ば、 そ の 「罪 の 女 」 は、 パ リサ イ 人 シモ ンの 家 で イエ ス が食 卓

に つ い て い る とこ ろへ 「香 油 の入 っ た石 膏 の壼 を持 っ て」 や っ て き て、 イエ スの足

も とに 「後 ろか ら」 近 寄 り、r泣 きな が らそ の足 を涙 で濡 ら し始 め 、 自分 の髪 の毛 で

ぬ ぐい 、 イ エ ス ・キ リ ス トの足 に接 吻 し て香 油 を塗 った 」 と され る。 この こ と を快

く思 わ ない シモ ンに対 して 、 「この 人 が 多 くの罪 を赦 され た こ とは、 私 に 示 した愛 の

大 きさで わか る(「 ル カ」7:47)」 と言 っ た イエ スの 言葉 は あ ま りに も有 名 であ る。

この 「罪 の 女 」 は 、 イ エ ス の足 に香 油 を 塗 り髪 の 毛 で 拭 くな どの 行 為 に よ っ て 、

同 じ こ と を した ベ タニ ア の マ リア(「 ヨハ ネ 」12:3)と 結 びつ け られ 、 ベ タニ ア

の マ リア は 、 「〔イ エ ス ・キ リス ト〕 の葬 りの 日の た め に」 香 油 を取 っ てお い た の だ

とい う イエ ス の 言 葉(「 ヨハ ネ 」12:7)に よ っ て 、 実 際 に 死 ん だ イエ ス ・キ リス

トの体 に 油 を塗 りに 行 こ う と した マ グ ダ ラ の マ リア に結 びつ け られ た の だ ろ う。 中

世 以 来 、絵 画 や壁 画 に描 か れ る マ グ ダ ラ の髪 が 異 様 な ほ ど長 い の に は、 以 上 の よ う

な 経 緯 が 関係 す る と考 え られ て い る23。 ま た 、 ル ネ サ ンス 期 以 降 の絵 画 で は、 た い

て い 傍 ら に香 油 の 入 っ た壼 と濁 艘 が あ り、 悔 俊 の 姿 勢 を と るマ グ ダ ラ は時 に エ ロ

テ ィ ック に描 か れ る。 長 い髪 と香 油 は か つ て の パ レ ス チ ナ の 娼 婦 の 符 牒 で もあ る

が 、 こ れ も 「罪 の 女 」 との 同 一 視 の ゆ え で 、 今 日、 「悔 俊 す る罪 の 女(pecheresse

repentante)」 が マ グ ダ ラ の マ リア の別 名 な の はそ の ため で あ る%

シ ャー ル の 描 写 に戻 る な ら、 「マ グ ダ ラの マ リ アの 再 来(lanouvelleMadeleine)

の よ う に見 えた 」 と形 容 され る シル ヴ ィー は 、 デ ・フ ラ ンの足 も とで涙 に暮 れ てお

り、 そ の 髪 は 全 身 を覆 うほ ど長 く豊 か で あ る。 ま さに ル カ が証 言 した 「罪 の女 」 の

"E
spritFlechier,≪PanegyriquedelaMagdeleine,PrecheaParisauxFillesdela

Magdeleine,/1111683》,1'anegyriquesetautressermons,1696,p,91-109.こ の 「マ グ ダ ラ

頒 徳 説 教 」 の 題 辞 と し て 、 ル カ に よ る 福 音 書 第7章47節 が 引 か れ て い る 。

zz]Bossuet
,Sermon♪o%71etemps4%Juhile,《Surlapenitence》.(Euvyescomb)letes,t1,

Sermons(1836),p.217b.

2:i代 表 的 な 例 と し て
、 ジ 旨 ッ トの 壁 画 「天 使 と 会 話 す る マ グ ダ ラ の マ リ ア 」(1320代 、 ア ッ

シ ジ の 聖 フ ラ ン チSス コ 大 聖 堂 下 堂 、 マ ッ ダ レ ー ナ 礼 拝 堂)が あ る 。

24シ ル ヴ ィ ー の 長 い 髪 の 象 徴 的 意 味 に つ い て は
、 後 段 で あ ら た め て 論 じ る 。
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悔 俊 の姿 勢 だ と言 え る だ ろ う。

以上 の よ う な シ ル ヴ ィ ー=マ グ ダ ラ像 を も と に、 プ レ ヴ ォー はマ ノ ン を、 デ ィ ド

ロ は デ ノ ン嬢 を描 い て い る。 以 下 で はそ れ らの ヒ ロ イ ン像 を概 観 した 上 で 、 あ らた

め て シ ャー ル の描 写 の特 徴 を引 き出す こ とに しよ う。

2.プ レ ヴ ォ ー

脆くマノン

すでに触れたように、マノンの申にもシルヴィーと同じような二重性が見られる

が、マノンの裏切 りの方が明白で甚だしく、デ ・グリユーが与える 「赦し」はそれ

だけにいっそう劇的である。

マノンがその物質的な欲望とデ ・グリユーへの愛情を折 り合わせるために考え出

したのは、彼を情夫として持ちながら自分は金持ちの旦那の愛人になるという、お

ぞましい三角関係だった。裏切 りは三度繰 り返されるが、マノンが脆 くのはその

三度目のエピソー ドにおいてである。かつて彼女を妾にしようとした好色な老人G.

M。 の息子から 「王妃のような生活」を提供 されたマノンが、悪びれるどころか有

頂天でデ ・グリユーに手紙を書き、約束していた観劇に行けなくなったと言って代

わりの娘を差 し向ける。デ ・グリユーは傷つき、踏みにじられた心から血を流 しな

が ら、それで もマノンを連れ戻そ うと必死にGM.の 屋敷に忍び込んでゆく。マノ

ンを見つけてひとしきり非難し苦痛を訴えた主人公は、椅子に座 りながら次のよう

に言う。

もうこれ以上 はとても無理だ、話す力 も立 ってい る力 もほ とん どない。

彼女 はひ とことも答え ませ んで したが、私 が座 る とさっ と脆 き、頭 を私の 両手 に押 し

つ け、その申に顔 を隠 しました。 自分の手が一 瞬の うちに彼 女の涙で濡れ てゆ くのを感

じま した。ああ、私 はどれ だけ動揺 したこ とで しょう。あ あ、マ ノ ン、 マノ ン、 と嘆息

しなが ら言い ました。私 を殺 しておいて、今 さら涙 を流す なん て。 あなたは 自分 で感 じ

るこ ともで きない悲 しみ を装 っているだけだ25。

25Abb6Prevost
,Histoiye伽Chevalierdesσ7ガ θ礁etdeManonゐ636雌',ed.Frederic

De三 〇ffreetRaymondP呈card,王30rdas,!995(abreviation:ML),p.141.
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デ ・グリユーはなお も非難を続けるが、マノンには恋人の苦悩が理解できないの

か、「あなたをそんなにも苦 しめ怒 らせたのですか ら、 きっと私は罪を犯 したので

しょう。私が仮に自分でもそう思ったのなら、自分からそうなろうと思 ったのな

ら、私に天罰が下 りますように」 と曖昧な言葉を返 し、デ・グリユーを激怒させる。

この激昂 に凍 りつい た彼女 は、私が椅子 か ら立 ち上が った後 も傍 らに脆 い たままで、

震iえなが ら、息 もつかず に私 を見つ めてい ました。私 は さらに数歩 ドアの方へ歩 み寄 り

ました。後ろ を見返 し、彼女 を見す えなが ら。けれ どもあれほ どの魅力 に無 感覚でい る

ためには、人間 らしい感情 をすべ て失 っていなければな らなか った で しょう。 そんな野

蛮な力がある はず もない私 は、一挙 に正 反対 の激 清へ と転 じ、彼女 の方へ戻 る とい うよ

りはむ しろ、思わずそ ちらへ飛 んで行 きました。彼女 を抱 き しめ、愛情 を込めてなん ど

もキスを しました。逆上 したこ とを許 してほ しい、 自分 はが さつ者 だ、彼女 の ような女

性 か ら愛 され る幸せ には値 しない と告 白 しました。彼 女 を座 らせ ると、今度 は私が脆 い

て、その まま自分の話 を聞いてほ しい と懇願 しま した。 〔中略〕お願 いだか ら私 を赦す

と醤ってほ しい と言 いま した'LG。

こうしてマノンの描写をシルヴィーのそれ と比較すると、プレヴォーがいかに

多 くをシャールに負っているかがわかるだろう。二入のヒロインの脆 く姿は、「残

酷な気持ちをさえi萎えさせてしまうような」(シ ルヴィー)、 「人間らしい感情をす

べて失っていなければ」あらがえない(マ ノン)絶 対的な魅力を発揮するところで

一致するが、それが恋人を荘然 自失 させ、無条件の赦 しを引 き出すばか りか、逆に

相手の男を脆かせるほどの威力 を持つことまでもが酷似 している。脆 く罪の女の中

に、なまめか しくも妖 しい魅力を見出すところは、前述 したマグダラのマリアの

ローマ ・カトリック的解釈に関係づけられるだろう。

主 人 公 ・語 り手 ・作 者

しか しなが ら、 テ ー マ や解 釈 が似 て い て も、叙 述 の仕 方 は作 家 に よっ て さ ま ざ ま

で あ り、 共 通 点 が 相 違 をい っそ う際 立 たせ て い る。

シ ャー ル と は違 い 、 プ レ ヴ ォー が マ ノ ンの容 貌 を ほ とん ど描 か な か っ た こ とは よ

26ノ レ7
.乙,P.142-143.
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く知 られ て い る。 上 の 引用 文 の前 半 か らわ か る の は、 彼 女 が 脆 い てデ ・グ リユ ー の

手 の 中 に顔 を うず め た こ と、涙 を流 した こ と、 震 え て い た こ と く らいで 、 表 情 、 容

姿 、 服 装 な ど に 関 す る 情 報 はい っ さい な い 。 力 な く腰 を下 ろ す デ ・グ リユ ー に は 、

お そ ら く恋 人 の 方 を見 や る気 力 もな い の だ ろ う。 マ ノ ンが 落 涙 す る瞬 間 で さ え、 主

人 公 は うつ む き、 そ の視 線 は まる で 自分 自身 に 向 か うか の よ うで あ る。 マ ノ ンは泣

い て い るが 、 シル ヴ ィー や デ ノ ン嬢 の よ うに溢 れ る涙 で濡 れ た顔 を描 か れ る こ とは

ない 。 デ ・グ リユ ー は な ま温 か い もの で 濡 れ て ゆ く手 の 感 覚 か らマ ノ ンが泣 い て い

る こ と を知 り、 読 者 に そ う語 る だ け で あ る 。

引 用 文 の 後 半 で よ うや くデ ・グ リユ ー の視 野 に 入 っ て くる マ ノ ンは 、 た だ そ れ だ

けで 騎 士 の 憎 悪 を愛 情 へ と激 変 させ て し ま う。 しか し、 そ の よ うな マ ノ ンを説 明 す

る言 葉 と して は、 「あ れ だ け の魅 力 」・tautdecharznes・ とい う抽 象 的 な表 現 しか

な い。 つ ま り、 マ ノ ンの 魅 力 はそ の 具 体 的 な描 写 で は な く、 デ ・グ リユ ー 自身 の 内

に起 こ る激 購 に よ っ て 「描 写 」 され て い るの で あ る。 同 じ こ と は、 ア ミア ンの 旅 籠

の 中庭 で二 人 が 出会 う場 面 につ い て も、 ま たサ ン ・シ ュ ル ピス 神 学 校 の 談 話 室 で 二

人が 劇 的 な再 会 を果 たす 場 面 につ い て も言 え る。

馬車か ら数人の女性が 出て きて、す ぐに宿屋 の中 に入 って行 きま した。 が、その女性 た

ちの中で非常 に若い娘が ひ とり残 り、彼女 の案内人 をつ とめ ている らしき年麗の,男が荷

物 を柳 行李か ら鐵 させ るのに躍起 になってい る聞、 中庭 にぽつ ん と立ってい ました。彼

女は あま りに も魅惑 的に見えたの で、 それ まで男女 の性 差 につ いて考 えた こ ともな く、

女性 を少 し注意 して見 たこ ともな く、思慮深 さと慎み を誰か らも称 賛 されていた この私

が、突然心に火 がついた ように逆上 したのです27。

私 はす ぐ談話室 に向かい ました。ああ、 なん と驚 くべ き出現 で しょう。私 はそ こにマ ノ

ンを見 出 したのです。 それは彼女その人であ りなが ら、 かつ て兇た ことが ない ほど愛 ら

しくまばゆいマノ ンで した。彼女はかぞ えで十八 になってい ました。その魅力 はあ らゆ

る表現 を超 えてい ました。なん とも繊細で甘美 で魅力 的なたたず まい、愛その もの のた

たず まいで した。その姿のすべてが私 には呪縛の ように思われたのです28。

27M二 乙
,P.19。

281bid
.,P.44.
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いずれの箇所でも、デ ・グリユーを瞬時に呪縛するマノンの魅力が問題になる

が、その魅力がマノンの何か ら構成 されるのかは説明されない。語 り手は、「愛 ら

しくまばゆい」、「繊細で甘美で魅力的」などの抽象的な形容詞を並べなが ら、同時

にそれは 「あらゆる表現を超えてい」ると言 うことで、言語化する努力を放棄 して

いる29。このように、プレヴォーはマノンという人物 を、もっぱら魅惑 され逆上す

るデ ・グリユーの反応 を通 して描いている。描 くということが、対象の姿形を言い

表すだけでな く、それを見る者が受ける印象を読者の心の中に再現することでもあ

るとすれば、プレヴォーはそのような仕方でマノンを描いたと言えるだろう。

マ ノ ンの 容 貌 の み な らず 、 そ の心 理 に つ い て も同 じ こ とが言 え る。 以 下 に引 用 す

るの は、 ア ウエ ル バ ッハ が 『ミメ ー シス』 の 中 で 引用 した こ とで も知 られ る 「中 断

され た晩 餐 」 の 場 面 の 一 部 で あ る。

私 はい とも陽気 そ うに食卓につ きました。 けれ ど も、彼女 と私 の閥にあった蝋燭の光 に

照 らし出 され る と、愛 しい恋人の顔 と瞳の 申に、ふ とい くば くかの悲 しみ を見た ような

気が しま した。 そ う思 うと私 も悲 しくな りま した。彼女 の まなざ しがいつ もとはまるで

違 う仕方 で私 に向け られているの を感 じたのです。 それは甘 く悩 ましい感情の ようで し

たが、そ れが愛情 なのか、同情なのか、見分 けがつ きませんで した。私 は同 じように注

意深 く彼女 を見つめ ました。そ してお そ らく、彼女 に して も、 この視線か ら私 の心 の状

態 を推 し璽 るのは困難だったで し ょう。私 たちは話 そ うとも食べ ようともしませ んで し

た。 そ してつ いに、彼女 の美 しい瞳か ら涙が こぼれ落ちるのが見 えたのです。不 実な涙

よ1あ あ、何 て こ とだ1と 私 は叫 び ました。泣 いてい るの か、 ぼ くの大切 なマ ノ ンよ、

あなたは泣 くほ どに悲 しいのに、苦 しい思 いをひ とつ も語 って くれ ない。彼女 は私 に答

えず ただ嘆息 するばか りで、それが私 の不安 をつ の らせ ました。私は震 えなが ら立 ち上

が りま した。愛情 ゆえのあ りとあ らゆる熱意 を もって、涙 のわけ を教 えて くれ と懇願 し

ま した。彼女 の涙 を拭 い なが ら私 も涙 を流 してい ま した。生 きた心地 もしませんで し

た3〔1。

2gC£1)e}of£reetP三car(圭
,《Introduction》,ノAIL,P.C.

:41〕Ibid
.,p.29-30.
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ここに描かれているマノンはまさに不可解そのものである。涙のわけは説明され

ず、マノンの心清や意図は読者にはもちろん、主入公にも語 り手にもわか らないも

のとして書かれている。むろん読者はこの先を読めば、当時マノンはB氏 というパ

トロンを密かに作ってお り、そのB氏 がマノンからデ ・グリユーの身元を聞き出

し、デ ・グリユーの両親に連絡 して彼を無理矢理家に連れ戻させたということがわ

かるだろう。作品の設定31では、いわゆるメタ物語世界3柄の出来事はすべて語 り手

デ・グリユーにとっての過去であるから、語 り手はこの事情を知 らないはずはない。

「不実な涙 よ」というひとことがそれを示唆 している。 とはいえ、読者が知 らされ

るのは主人公がマノンに裏切 られたという事実だけで、その時のマノンの思いは明

かされないし、作品のどこにも説明されない。先に引用 した、三度碧の裏切 りの場

面で も同じである。デ ・グリユーを激怒させたマノンの言葉は、その外貌のように

つかみどころがない。このように、マノンの心理はその魅力と同様、一つの不可思

議として その前に立ち尽 くし、不安におののき、死ぬほどに懊悩する主人公の

心理をとお して描かれるのである。

こうした箇所では、物語る 「私」と物語 られる 「私」を隔てるはずの、本来可変

的な距離が極端に縮 まっている、あるいはほとんど消失 していると言ってもよい。

レオ ・スピッツァーはプルース トの文体に関する論文の申で、『失われた時を求め

て』に散見するcommesiな どの表現が語 り手たる 「私」 と筋立ての中の 「私」を

隔てていること、物語る 「私」が物語 られる 「私」を突 き放 し、時には非難さえす

ることを指摘 しs。 ジュネッ トはスピッツァーのこの指摘 をさらに進めて、『失わ

れた時を求めて』の語 り手は経験的に主人公よりも多 くを知っているだけでなく、

:il周 知 の とお り
、 『マ ノ ン ・レ ス コー 』 は も と も と 『或 る貴 族 の 國 想 と蟹 険』 の 第 七 巻 と して

智 か れ た 物 語 内 の 物 語 で、 小 説 本 体 の 主 入 公 兼 「作 者 」 で あ る ル ノ ン クー ルが パ シ ー で流

刑 地 へ 向 か う女 囚 の 一 団 に付 き従 うデ ・グ リユ ー に 出 会 う と こ ろか ら始 ま る。 そ の デ ・グ

リユ ー が マ ノ ン を失 っ て帰 国 し、 港 町 カ レー で 再 会 した ル ノ ン クー ル にす べ て を語 る とい

う設 定 で あ る。

32GerardGenette
,《Discotzrsdurecit》,FigureIII,Settil,3.972,P.238-24!.

{;{ノ
LeoSpitzer,・LestyledeMarcelProust》,Etudes46style着 ・・ZGallimard,1970,p.451

S(夏q.
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「絶 対 的 に知 って い る、 真 実 を知 っ て い るの だ34と 述 べ て い る。 そ の よ う な語 り手

の あ りよ うが 、 デ ・グ リユ ー とい う語 り手 に 当 て は ま らな い こ と は、 以 上 の考 察 か

ら明 らか で あ る。 『マ ノ ン ・レス コー』 につ い て、 絶 対 的 に 真 実 を知 る者 が い る と

す れ ば 、 そ れ は テ クス トの 表面 に け っ して現 れ な い 「作 者 」 で しか な い。 語 り手 は

物 語 を過 去 と して 見 られ る 立場 に あ りな が ら、 ま る で そ れ を知 らな い者 の よ う に振

る舞 うの で あ る。

マ ノ ンの 容 貌 の 描 写 に 話 を戻 す な ら、語 り手 デ ・グ リユ ー は常 に物 語 の現 在 に立

ち戻 り、 恋 人 へ の 熱 情 に 心 をか き乱 しな が ら語 る 。 そ こ に は客 観 性 も平 衡 感覚 もな

く、 描 か れ た マ ノ ン は お ぼ ろ げ で 、 ま る で亡 霊35の よ う に は か な い。 この よ うに 、

主 人 公 の 心 にあ る カ オス をそ の ま ま読 者 の 前 に ぶ ち まけ る よ うな語 り方 は、 同 じよ

う な シチ ュエ ー シ ョ ンに あ りな が らmイ ンの 姿 態 を 舐 め る よ う に描 写 して ゆ く

シ ャー ル とは対 照 的 で あ る。

3.デ ィ ド鐵

脆 くデノン嬢

デノン嬢が登場する ド・ラ ・ボムレー夫人の挿話 もいわゆるメタ物語である。

ジャックと主人が宿泊する宿屋の女将が二人に語 り聞かせるという設定で、三人称

体で語 られる点は、すでに見た二つの小説 と大きく異なる。以下にその要旨と問題

の場面を紹介 したい。

恋人であったデ・ザルシ侯爵から愛購が冷めたことを告げられたボムレー夫人は、

内心密かに侯爵を恨み、恐ろしい復讐を思いつ く。破産 して身を持ち崩 し、娼婦同

然の暮 らしをしていたデノン母娘に信心家のふ りをさせてデ・ザルシ侯爵に近づけ、

ついには侯爵がデノン嬢に結婚を申し込むように仕向け、結婚の直後に母娘の正体

を暴露するという計画である。問題の場面は、すべてが計画 どお りに運んだ末に、

ボムレー夫人から真実を知 らされた侯爵が帰宅後に新妻に対面するところである。

3雀Genette
,oメ).Clt.,p.260.

:15Cf
.JacquesProust,《LecorpsdeMa1}on》,ゐ'Objetetleteato,Droz,1980,P.107-127.



脆 く女 ・運命の女51

彼 女は近づいて くる夫の表情 に激 しい怒 りを読み取 りま した。夫 の足 もとに身 を投げ出

す とい何 も言わず に額 を床 に押 し当て ます。下が りなさい、 と彼 は雷 い ました。繊 らわ

しい。 下が りな さい,.,彼 女 は立 ち上 がろ うとしましたが、侯爵 の両足 の問で床に腕 を

伸 ば した まま顔 か ら倒 れ込んで しまい ました。rど うぞ私 を踏 みつ け に して、押 し潰 し

て ください。 そうされて当然 のことを したのですか ら。 〔申略〕

哀 れな女 は先ほ どと同 じ姿勢 のままで、 なん とも返事 をしませ んで した。侯爵 は肘掛

け椅子 に座 り、腕の中 に頭 を抱 え込 み、体 はベ ッ ドの足の方へ半 ば傾 け、 時々 うめ き声

を上 げなが ら、彼女の方 は見 も しませんで した。 〔中略〕36。

翌 日、侯爵は行き先を告げずに外出し、二週聞後に戻ると妻を部屋に呼ぶ。

〔デ ノ ン嬢〕 は服 を着 る と、身 を引 きず るよ うに して夫 の部屋 へ向か い ました。そ こへ

来 るよ うに と命 じられてい たよ うです。戸 ロの ところです ぐに脆 きます と、r立 ちなさ

い」 と侯 爵が書い ました。

彼女 は立 ち上 が らず、膝 をついた まま夫の方へ に じり寄 りました。体中でぶ るぶ ると

震 え、髪 を振 り乱 してい ま した。体 を少 し傾 げ、両腕 を侯 爵 の方へ差 し仲べ、 頭 を上

げ、その 掻を じっ と見つめ、顔 を涙に濡 らしていま した37。

この後、デノン嬢が 「鳴咽に言葉 を詰 まらせながら」ひとしきり申し開きをする

と、侯爵は 「あなたのことはもう許している」 と言って優 しい言葉をかける。

〔申略〕侯爵 がそ う話 している問、彼女 は手で顔 を覆 い、 頭 を侯爵 の膝 に押 し当ててい

ました。 しか し、わが妻 とい う言葉 、デザル シ夫入 とい うnに 突然立 ち上 がる と侯爵

に飛 びつ き、苦 しさと喜び に半 ば息 を詰 まらせなが ら抱 きつ きま した。 そ して彼 か ら身

を離す と、床 に身 を投 げ出 し、侯爵の足 に接吻 しましだ8。

36Did
erot,Jacqueslefatalisteetsonmaatye,(翫 ガァθ300卿1∂ 然Herlnann,(1)Pの,t.XXIII,p。

166.

371bzd
.,P.167.

381bid
.,p.168-169。
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こうして三作晶の問題の場面を並べてみると、「変奏曲」という言葉の適切 さが

あらためて感 じられる。脆 くシルヴィーとマノンの描写は、主人公を破滅させる宿

命的な呪縛力を描いている点で、マグダラのマ リアのローマ ・カ トリック的解釈を

下敷 きにしていると考えられるが、クレも指摘 したように、ディ ドロの描写はルカ

による福音書第七章の 「罪の女」の記述に忠実である:SSA。かつてはデノン嬢も 「罪

の女」のように娼婦同然の暮 らしをしていた。その彼女が侯爵の足 もとに身を投げ

出し、ひれ伏して悔俊の姿勢を表すと、侯爵は、「あなたの罪は赦されている(「ル

カ」7:48)」 と言ったイエスのように彼女を赦す。侯爵の足に接吻するという芝

居じみた動きも、イエスによって赦された 「罪の女」の信仰を意識 しての描写であ

ろう。つまりディドロは同じように罪の女を脆かせながら、その色香から赦 しを引

き出すのではなく、ひたすら屈従し愛するという 「罪の女」の姿勢に赦 しの理由を

求めたのである。

絵画 と演劇を見る眼

男性主人公が恋人の死後にも尽きない恋情にかき乱されながら語るマノンやシル

ヴィーの物語 とは異なり、第三者(女 将)に よって物語られる0ム レー夫入」の

語 りロは一様で、ジャックや主人に横や りを入れられることはあっても、そのため

に客観性を失うことはない。デノン嬢の容姿について読者が知らされるのは彼女が

若 く美 しく魅力的なことぐらいで、マノンの場合と同様、具体的なことはほとんど

描かれない。 しかし、引用箇所にも見 られるように、彼女が取った姿勢、位置、動

作などは詳しく述べ られている。第一の場面では、デノン嬢の姿勢はデ ・ザルシ侯

爵との関係において説明されているので、読者は二人の位置関係を思い浮かべなが

ら読むことができる。また第二の場面でも、一一脆 く、にじり寄る、傾いた体から

両腕が下垂する、その状態か ら侯爵を仰ぎ見る、髪を振 り乱す、顔を涙で濡 らす、

頭を侯爵の膝にもたせかける、立ち上がり飛びつ き、またひれ伏 して足に接吻する

一一という一連の姿勢と動 きが実に丁寧に描かれている。この場面を読んで絵を描

いた り、これを台本の ト書きとして芝居を演 じたりすることはさほど難 しくないと

思われるほどである。こうした描写に、美術 と演劇に関するフィロゾフの知識 と経

誤}C£COu圭et
,art玉dec圭t{多,p.303,
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験が活かされたことは想像に難 くない。

ディ ドロは1759年 に 『文芸通信』の主宰グリムに依頼されて以来、1781年 までの

間に九編のサーーン評 と二編の絵画論を書いている。『文芸通信』の読者のほとんど

は国外の解明君主たちであったか ら、第一の責務は、作晶をじかに見られない彼ら

のために、官展 に出品された絵画や彫刻 を描写 し説明することだった。こうして

ディドロは一種のエクフラシiuを 実践する機会を与 えられる。作品をその場で見

て取ったメモを書斎に持ち帰 り、記憶をたよりに文字によって絵を再現する作業

が、ディドロの描写力を鍛えていったことは疑い得ない。 「これから私は数枚
タフロへ

の絵画を描写してご覧に入れましょう。みなさんが想像力 とセンスをほんの少しは
タブm

たらかせば、それらの絵画を空間の中に再現 し、画布にあったのとほぼ同じように

ものを配置できる くらい巧みに%」 フィロゾフはX1765年 のサロン』の冒頭で

このように述べているが、ここには、言語的な手段によって視覚的に再現すること

への強い意気込みと自信が感じられる。実際にディドロのサロン評の中には、絵画

に描かれた人物やものの形状、位置関係、色彩などを詳細に記述 し説明する頁が多

いが、それだけに終わ らず、さらに描かれた人物やものの内面に入 り込み、そこか

らドラマを引き出すような叙述も少なくない。 『1763年のサロン』でルーテルブー

ルの風景画についてまさにそのような描写を繰 り広げたディドロが、留保をつけな

が らも 「ワレモマタ画家ナリ判 と書いたことはよく知 られている1;i。

1Uエ ク フ ラシ ス(ekphrasis)と は本 来 ギ リシ ャ語 で描,一 般 を 意 味 す る が 、 今Bの 修 辞 学 用

語 で は 特 に 仮 想 の芸 術 作nnを い きい き と描 く技 法 を指 し、 そ の 意 味 で 、 嗣 じ く修 辞 学 の 眼

前 描 出 法(hypotypose)に 結 びつ け られ る 。 つ ま り、 そ れ を読 む考 が 書 葉 を とお して 理 解

す る だ けで な く、 そ れ を 眼 前 に あ りあ りと思 い描 け る よ うに 描 く技 法 で あ る 。代 表例 と し

て 『イ リ アス 』 第 十 八 歌 の ア キ レ ウス の 盾 の長 大 な 描 写 が よ く言 及 さ れ る よ うに 、 叙 事 詩

文 学 の 中で 培 わ れ た。 エ ク フ ラ シス の 語 義 の歴 史 的 変 遷 につ い て は、 以 下 に 詳 しい 解 説 が

あ る 。Anne-ElisabethSpica,Savoirpeindreenlitterature,ladescriptiondansleyomasrau

Xy∬'3∫oJ6」060㎎6s認 漁 ゴ616勿θ46Sc多`4的,Champio鍛,200L,p.21-88・

}lDid
erot,Salonde1765,Essaissuy1α メ)8∫フ2伽プθ,Z)PV,1984,t.XIV,p.26.

1'L
《Sanpittoranch'io》 一一一コ レ ッジ オ が ラ フ ァエ ロ の 「聖 カ エ キ リア」 を見 て雷 っ た とさ

れ る言 葉 。 本 来 は ・Edanch'io3伽 ρ魏076・ 。 デ ィ ドロ も同 時代 の グ リム や ダ ラ ンベ ー ル

な ど も この 寸 言 を好 ん で 耀 い た 。

Dideroi,Salonde1763,DPV,t.XIII,1980,p.385.
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こうして画家たちと張 り合 うほど絵画の言語的再現にこだわったディドロが、自

らの小説にその経験 を活かさなかったはずはない。事実、ディドロは 『文芸通信』

の主宰マイスターに宛てた手紙の中で、 自分の小説 『修遵女』は 「悲愴なタブm

を満載した」、「画家たちがたえず参照すべ き作晶」であり、真にふさわしいその銘

句は 「ワレモマタ画家ナリ」であると書いているnnOた しかに 『修道女』の中には、

エクフラシスと呼ぶにふさわ しい、壮大なタブローのような場面がある。サン=

テユー トロブ修道院での午後、院長室に集 まって針仕事をする修道女たちと寝台の

上で半ば横になってそれを眺める院長の容姿、姿勢、表情、性格などが、やはり寝

台の端に腰掛けている語 り手の視点か ら色彩豊かに描かれるくだりである。『修道

女』の中でも詳細さとスケールの両面で傑出したこの場面に比べれば、それ以外の

場面はさほど細密に描かれないが、いわばクロッキーのように、視覚的なポイント

が簡潔に示される。そうした例を以下に二つ引用しよう。

お友達 〔ユル シュー ル〕 はまっす ぐに立って祈 り、私 はひれ伏 しま した。祭壇 の最下段

に額を押 し当て、腕 は上段 に伸 ば してい ました。かつて これ ほどの慰 め と熱 意 とを もっ

て神 に語 りかけた ことはなか った と思 い ます。心臓 が激 し く打 ち、 まわ りにある もの を

すべ て瞬時 に忘れ去 りま した。 自分 が どの くらい この姿勢で いたのか、 そこに とどまろ

うとしていたのか わか りませ ん。けれ ども、お友達 にとって も、後 か らやって来た二人

の修道女た ちにとって も、私 は感動 的な光景だ った と思 うほかあ りません。立 ち上が っ

た時、私は ひと りき りだ と思い ましたが、違い ま した。 三人 とも私の背後で、涙 を流 し

立 ち尽 くしていたのでず5。

院長 は寝台 の傍 らにあっ た肘掛 け椅子 に私 を座 らせ、 自分 は少 し低 い椅 子 に座 りま し

た。私 は彼女 を少 し見 下ろす格 好に な りま した。上背 のある私の方が高い位麗 にい たか

らです。院長 は私 と膝が絡み合 うほ ど近 くにいて、ベ ッ ドに肘 をついてい ましだ6。

赫Le枕reaMelster
,}e27septembre1780,Dlderoも,Co耀3ヵoフadanee,ed.GeorgesRotheも

JeanVarloot,1970,t.XV,p.191.

備Dlderot
,ゐ α!～eligieuse,(E卿7ε3ω 規メ》letes,Her盤arm,1975,重.XI,p.147.

""Ibid
.,p.230.
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.:の 引用文は、ロンシャン修道院で迫害を受けていた主人公シュザ ンヌが、

聖金曜日の未明、親友の修道女ユルシュルとともに聖体の前で祈 りを捧げる場面で

ある。次の当番の修道女たちが来るまでの僅かな問、はじめて親友 と二人だけで話

す機会を得て誓願撤回の固い意志を説明したシュザンヌは、心の重荷を下ろしたよ

うに祈 り始める。二番目の引用は、サン ・テユー トロブ修道院で同性愛者の院長に

可愛が られる主人公が、院長の求めに応 じて身の上話を語 り始めるところである。

いずれ も重要な場面で、人物たちの位置関係は明確に素描 されているn;0ひ れ伏 し

て祈るシュザンヌの姿は、語 り手 自身が 「感動的な光景だった」と述べるように、

物語内でそれを見ていた三人の修道女らにとっても、そのくだりを読む読者にとっ

ても一つの印象的なスペクタクルである。フィロゾフはそれぞれのエ ピソー ドを、

狭義の叙述としてではなく、読者の脳裏にあ りありと印象づけられるような描写 と

して再現 したのである。

パン トマイム

演劇に関する経験もまた、ディドロの小説技法を鍛える機会を与えることになっ

た。先に挙げた場面で、ひれ伏 し脆 くデノン嬢は言葉を発していないが、彼女の身

体は言葉以上に雄弁にその絶望 と希望、愛情と悲しみを語っている。ディドロは登

場人物の容姿を描 く代わりに頭部や腕などを中心とする身体の動きや姿勢、人物の

位置関係などを印象的に描 き、身体に表情を与える、いわば身体に語らせているの

である。それによってディドロは、それまで静止画のようであった小説の場面に動

画の要素を加えたと言えるだろう。こうした技法は、『私生児についての対話』が

その重要性を提唱するパン トマイム 〔身振 りによる再現〕 と無関係ではない。『対

話』の主人公 ドルヴァルは、言葉では言い表せない、ただ身振 りでしか表現できな

い状況、「沈黙が強いられる状況」が多 くあることを力説 し、同時代の演劇は 「台

詞が多す ぎるため俳優 たちの演技が足 りない旬 のだと指摘 した上で、次のように

{%デ ィ ドロ が 人物 の 位 麗 関 係 を描 くこ とに つ い て は、 布 施 圭 音 「デ ィ ドロの 『修 道 女 』 にお

け る視 覚 的 描 写 につ い て一 画 家 の よ うに 小 説 を 書 くデ ィ ドロー 」(東 京都 立 大 学 大 学 院

修 士 論 文 、2004年)に 重 要 な 指 摘 が あ る。

鄭Diderot
,EntretienssurleI'ilsnutuyel,Z)PV,t.X,1980,A.101.
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嘆 息 す る。

「この技法 〔パ ン トマ イム〕 が台詞 と結 びついた ら どんな にす ば らしい効果 を生 む こ

とで しょう。 自然 が結 びつ けた ものを我 々はなぜ引 き離 して しまったので しょうか。19

実際にディドロは 『私生児』の台本に身振 りについての詳細な指示を書き込んだ

が、そのような ト書 きはラシーヌ、モリエール、コルネイユにはほとんど見 られな

い。身振 りだけでなく、ディドロはそれぞれの場面で俳優たちがとるべき姿勢、表

情、声色、人物の位置関係、服装、舞台背景などを事細かに指示 している。古典主

義の演劇と小説について、「真実 らしさは描写 しない。真実らしさはそれが再現す

る世界の価値、儀礼、規範を述べる。模倣することは現実の視覚的、実測的、技術

的な再現とは無関係である」というロジュキヌの指摘5⑪に沿って考えるなら、ディ

ドロの演劇論は古典主義演劇の規範を逸脱する再現を目指 していた。人聞の動きや

表情 を生々しく描写 しようとするディドロのそうした試みは、実際の劇作において

は大 きな成果をあげなかったが、小説において効果的に実践され、描写に動きをも

たらしたと言えるだろう。

以上のように、愛する対象の前で言葉を失いなが ら、動転する自分の感情を吐露

することでマノンを描いたプレヴォーと、絵画論や演劇論で培った描写力を小説に

活かしたディドロは、それぞれの方法で近代的な小説の技法を開拓 したのである。

以下ではあらためてシャールの描写に戻 り、プレヴォーやディドロの技法と比較 し

てみたい。

19乃id
.

50St6
phaneLojkine,Lasce/zederowan,Nlethoded'analyse,ArmandColin,2002,p.82。
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4.シ ャ ー ル

ボル トレの系譜

ここであらためてシルヴィーが脆 く場面(本 稿P.41-42)を 振 り返 りたい。出て

行こうとする 「私」 と、足にしがみついてまで引き留めようとするシルヴィーの激

しい動 きと言葉のやりとりがスピー ド感をもって語 られた直後、ふいに物語の時間

が止まり、シルヴィーの姿態が詳細に描き出される。溢れる涙、はだけた胸、ひと

えの部屋着、全身を覆う髪一 「私」には瞬聞的に見えたはずのものが逐一列挙 さ

れ、その瞬間に引き起こされた心理の急展開が時聞をかけて記述されてゆ く。物語

を休止させて行われるこうした人物描写は 『フランス名婦伝』の随所に見 られるが、

シルヴィーという人物は特に詳細 に、そ して繰 り返し描かれる。その中でも最も長

い最初の描写を以下に引用しよう。ノー トルダム教会での出会いの後、語 り手は馬

車でシルヴィーを送ろうとするところで話 を中断し、その容姿を次のように詳述す

る 。

彼女は まだ十九歳 に も達 しない くらいで、普通 よ り少 し大柄 で したが、魅 惑酌 な体つ

きをしてい ました。胴着 をつ けた ままで も私の手の 中にす っぽ り入って しまうほ どほっ

そ りしてい ました。髪 は身の丈 よりもさらに一尺あ ま り長 い巻 き毛で、 この上な く美 し

い栗色で した。髪 を流 って もらう時に は、彼女が テーブルの上 に乗 り、 これか ら話題 に

する彼 女の伯母 と小 間使 いが そのこ とに従事 した ものです。額 は白 くなめ らかで、大 き

く黒い瞳は物憂 げで ぱっち りとしてい ました。眼光が ときお り非常 に鋭 くなるので、 ま

ぶ しさに耐 え られな いほ どで した。眉毛 は麦 と同 じ、 鼻は少 し鷲 鼻で狭 く、格好 が よ

く、頬 はいつ も自然 な紅色 に染 ま り、それが雪の ような肌 に見事 に映えてい ました。か

な り小 さめの口 はいつ も笑み をたたえ、唇は丸み を帯 び、鮮やか な紅色 で した。歯は き

れいに揃い、丸みがか った顎 の真 ん中には小 さなえ くぼが あ り、顔 は楕 円形で した。鞭

轍 で作 った ような形の よい胸 はまぶ しいほ ど白 く、肌は なめ らかで繊細 で した。規鋼 的

に盛 り上がる胸は、心臓が呼吸 とと もに活発 に動 いてい ることを示 し、完壁 な健康 を表

していま した。胸 はか な り小 さ く、張 りがあ りました。彼女 はよ くふ ざけて、女性 の胸

は殿方 の手にお さまるほ どあ れば十分 だ と4=tってい ました。腕 は丸み を帯 び、 手はむっ

ち りとして肉付 きが よ く、歩 く姿 は王女 の ようで した。踊 りも歌 も完璽 で、 クラヴサ ン

や ギ ター も上手に弾 きこな しま した。太 って も痩せ て もいず、 ちょうどその 中間で した

(310-311)0
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人 物 描 写 の こ の よ う な ス タ イ ル は、 物 語 が 古 くか ら用 い て き た ボ ル ト レ

・portrait・ と呼 ば れ る技 法 で 、 通 常 は作 中 人 物 が は じめ て 登 場 す る 際 に物 語 に 挿

入 され る 。 古 くは ク レチ ア ン ・ド ・トロ ワ の 『ペ ル ス ヴ ァ ル』(12世 紀)に 登 場 す

る ブ ラ ン シ ュ フ ル ー ル の 描 写51が想 起 され る だ ろ う し、 ル ネ サ ンス 期 イ タ リア に 目

を移 す な ら、 『狂 え るオ ル ラ ン ド』(1506-1532)の ア ル チ ー ノ の描 写52が 一 つ の 頂 点

と して参 照 され る だ ろ う。 後 者 は八 詩 節 に わ た る長 大 な もの で 、 人 体 の 最 も高 貴 な

部 分 と され る頭 部 か ら始 め て 下 の方 へ と描 くと い う規 則 に 則 り、 髪 、 頬 、 額 、 顔 、

眉 毛 、 瞳 、鼻 、 口 、歯 、首 、 胸 、 腕 、 手 、 足 を順hに 、 文 彩 表 現 を凝 ら して 列 挙 す

る もの で あ る。

人物 の 各 部分 を事 細 か に取 り上 げ、 理 想 化 し称 賛 す る そ うい う ボ ル トレは、 何 よ

りそ の 冗 長 さ、 大仰 さ、 月並 み な比 喩 の た め に平 板 な 印象 を与 えが ち で、 物 語 を休

止 させ る た め に今 日の 読 者 を退 屈 させ るが 、 同 時 代 に お い て もこ れ を批 判 す る向

き は あ っ た。 辞 書 の 編 纂 で も知 られ る フ ユ ルチ エ ー ル は 、 自 らの 小 説 『町 人物 語 』

(1666)で 女 性 を描 きなが ら、 こ の種 の 身体 描 写 を椰 楡 してい る53。フ ユ ル チエ ー ル

51「 乙女 は頭 に何 も被 って い な くて 、 そ の 髪 毛 と きた ら、 見 る 者 は 誰 し も、純 金 の 糸 で で きて

い る と思 っ た で あ ろ う、 そ れ ほ どに光 り輝 く金 髪 だ っ た。 額 は 高 く白 くなめ らか で、 まる

で 手 造 りの よ う、 そ れ も、 高 価 な石 、 象 牙 あ る い は木 材 か ら、 人 の 手 で 彫 り出 され たか の

よ う だ っ た 。 眉 は 形 よ く、 眼 の 間 は広 く、 そ して 顔 の 申 で両 の 眸 は 活 々 と微 笑 み 、 切 れ 長

で、 澄 んで いた 。 鼻 は ま っす ぐに伸 び 、 そ して そ の 顔 容 で ま っ白 な 肌 に 浮 か ん だ 血 の 色 は 、

銀 色 に 重 ね た 朱 よ りも よ く似 合 っ て い た 。 ま こ と に、 人 の心 を 奪 うた め に、 神 は こ ん な 素

晴 ら しい もの をお 造 りに な っ た の で 、 お よそ あ と に も さ きに も、 これ に 敵 う も の を お造 り

な され る こ とは あ る ま い 。」 ク レチ ア ン ・ ド ・トロ ワ 『ペ ル ス ヴ ァル ま た は 聖杯 の 物 語 』、

新 倉 俊 一 訳 、 『愛 と剣 と フ ラ ン ス 中世 文 学 集2』 白水 社 、1991,P.177。

sz第7歌
、10-16節 ◎L'Arioste,1～01醜4ル7ガ6礁,Prefaced'YvesBonnefoy,≪folioclassique》,

2003,t.1,p.158-159.

53「 た しか に募 金 係 の女 性 は美 人 で した し、 町人 の 出 で な けれ ば、 つ ま り、 上 流 階 級 で 育 て ら

れ て い た ら、 紳 士 を夢 中 に さ せ る こ と もで き た で し ょ う。 とは い え、 こ う い う場 合 に い つ

もみ ん な が す る よ う に私 が こ こで 彼 女 の 姿 を描 い て 見せ る だ ろ う な ど と期 待 しな い で くだ

さい ね 。 なぜ って 、 た と え私 が 、彼 女 は 見 事 な体 つ きを して い る とか 、 瞳 は青 くぱ っ ち り

して い る とか 、 髪 は ブ ロ ン ドで 巻 き毛 だ とか 、 ほか に も彼 女 の 容 姿 につ い て た く さん の 特

徴 を語 った と こ ろ で、 あ な た が彼 女 の 姿 を わか る よ うに は な ら ない で し ょ う し、彼 女 が 完

壁 に 美 しい とい う わ け で は な い だ ろ うか らで す 。 彼 女 に は そ ば か す や 天 然 痘 の痕 が あ るか
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よ り少 し後 に活 動 した デ ュ ・プ レジ ー ル51も ま た、 そ の よ う に身 体 の各 部 分 を描 く

の は 「良 き慣 用 」 で は な い と批 判 して い る:1,7。

す で に こ れ だ け軽 ん じ られ て い た ボ ル トレの手 法 を シ ャ ー ルが 無 批 判 に用 い る は

ず は な い。 現 に 『ドン ・キ ホ ー テ続 編 』 に は、 ア リ オ ス トの 仰 々 しい ボ ル トレ をあ

か ら さ まに 椰 楡 す る くだ りも見 られn(i。 フ ラ ンソ ワ ー ズ ・ジュ ヴ レが 指 摘 す る よ

う に 、 この 時 代 の 小 説 が 依 然 と して ボ ル トレ を使 い 続 け る場 合 、 作 家 は新 しい手

法 を用 い る 必 要 に迫 られ た57。 フ ユ ル チ エ ー ルの よ う に ボ ル トレ を戯 画 化 す る

か 、 あ る い は新 た に手 を加 え てボ ル トレ を改 良 す るか 。一 一 『フ ラ ンス 名婦 伝 』 で

シ ャー ルが 試 み たの は後 者 の 方 法 だ った 。

以 下 で はそ の 試 み を具 体 的 に 考 察 す るが 、 比較 の対 象 と して 、 まず ス キ ュ デ リー

の 「英 雄小 説 」 を例 に挙 げ た い 。警 しい 数 の ボ ル トレを作 品 に盛 り込 み、 ボ ル トレ

も しれ な い の で す か ら。 そ の 証 拠 に 、 多 くの主 人公 た ち は 、 紙 の 上 で 、 小 説 の仮 面 をつ け

れ ば 美 し くて 色 白 で も、 仮 面 を 剥 が れ 、 生 身 の体 に な れ ば 醜 くか っ た り浅 黒 か っ た りす る

もの で す 。 版 元 が 費 用 を負 担 して くれ る な ら、 い っ そ の こ と、 読 者 の た め に彼 女 の絵 を本

の表 紙 に描 かせ た らよ いで し ょう。」AntoineFuretiere,Leromanbourgeois,ノ ～o〃3σノzc∫6プ3

duXVIIesiecle,Gallimard,1958,p.906-907.

snDuPlaisir(生 没 年 不 詳)
。 明 らか に 偽 名 の この 作 家 につ い て は 、 小 説 『エ ス トラ メ ー ヌ 公

爵 夫 入』(1682)と 以 下 に引 用 す る 『文 学 と歴 史 につ い て の 意 見』(1&83)を 発 表 した こ と

以 外 は ほ とん ど何 も知 られ てい な い。

55「 良 き慣 用 と は 顔 立 ち や体 つ き で 人 を 誉 め る こ とで は な い と思 う
。 鼻、 ロ 、 髪 、 足 な どの

詳 細 は、 適 切 に 表 現 す るた め の 高 尚 な 雷 葉 遣 い を許 容 で きな い ば か りか 、 作 者 の誠 実 さ に

疑 い を抱 か せ て し ま う。 そ う した 身体 的 特徴 は 作 者 の 想 像 力 の 産 物 で しか ない こ と も、 作

者 が ブ ロ ン ドの 女 性 が 好 きだ か ら栗 色 の 髪 の 女 性 をブ ロ ン ドに して しま う よ う な こ とが

よ くあ る こ と も、 読 者 は知 っ て い る の で あ る。 ま た 、 こ の種 の 描 写 が 万 入 の 好 み に合 う

こ と は な い。 華 奢 な 体 型 が 好 き な 人 もい れ ば 、 ふ っ く ら した体 型 が 好 きな 人 も い る。 だ か

ら作 者 は 自分 の 物 語 の 登 場 人 物 た ち を 誰 か ら も好 か れ る よ う に しよ う と す る 自分 の 意 國

に 自 ら逆 ら っ て い る の で あ る。」DuPlaisir,SentimentsurleslettresetstarPhistozreavec

desscrupulesSZCYlestyle(1683),ed.PhilippeHourcade,】Droz,"TexteslitterairesfranGa圭s",

1975,p.54.

56本 稿 註 〔68〕 を参 照 の こ と
。

57FranGoi
seGevrey,op.cit.,p.85.
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を ジ ャ ンル と して創 始 した と も言 わ れ る58スキ ュデ リー 兄 妹59の描 写 に は、 シ ャー ル

の そ れ との 共 通 点 が多 く認 め られ る か らで あ る。 以 下 は フ ラ ンス文 学 史 上 最 長 の 小

説 と され る 『キ ュ ロス大 王』 の一 節 、描 か れ て い る の は ヒaイ ンのマ ンダ ネ、 語 り

手 は アル タ メー ヌ 鷲キ ュ ロス の友 で あ り部 下 で あ る ク リザ ン トで あ る。

彼 〔アルタメー ヌ〕 がは じめて彼女 〔マ ンダネ〕 を見 た時 、彼 女は十六歳 になったばか

りだった。そ の 日、彼女 は華麗 に着飾 ってい たが、身嗜 みに はわ ざと らしさが全 くな

く、それで いて申 し分 のない身嗜みだ った。頭 に被 った銀 色の薄衣の ヴェー ル も、黄金

の千の環 のようにカール した彼 女の美 しい髪 を、二 度 と現 れるはず もない最高 に美 しい

その金 髪 を隠 しは しなか った。 〔中略 〕 この姫君 の体 つ きは非常 に高貴で非常 に格好が

よ く、非常 に優美 だった。 しか も実 に慎み深 く厳 かに歩いたので、彼女 を見 る誰 もが心

を奪 われるのだった。胸 は 白 く、ふ っ くらと して、形 が よかった。青い瞳 は非常 に優 し

く、 き らきらと輝 き、慎 み と魅力 に満 ち満 ちていたので、それ を見れ ば尊敬 と感 嘆の念

を持 たず にはい られなかった。その 口といった ら非常 に鮮 やかなバ ラ色 で、歯 は非常 に

白 く全 く一様 で見事に揃い、顔色 は輝 き、つ やつや として、む らが な く、鮮 やかな朱色

だったので、 た ぐい まれ な春 の花のみずみ ず しさや美 しさで さえ、私 が 肖に した もの、

その姫 君の特徴 についての不完全 な観念 しか示 せないだ ろう。彼女の手 や腕 はこの世 で

見るこ とので きる最 も美 しいもの だった。彼女 は神殿 に入 る時 に二度 ヴェールを持 ちあ

5hス キ ュ デ リー の 小 説 に含 ま れ る 数 々の ボ ル トレ は 同 時代 に 実 在 した 王 侯 貴 族 を モ デ ル に し

た と言 わ れ 、 プ レ シユ ー ズ た ち が 集 う サ ロ ンで は 、 そ う した 描 写 の モ デ ル を 書 い 当 て る

「ボ ル トレ遊 び」 な る遊 戯 が 生 まれ 非 常 に も て はや され た。 そ の 結 果 ボ ル トレ は一 つ の 文 学

ジ ャ ンル に まで 発 達 し、有 名 な モ ンパ ン シエ 嬢 らに よ る 『ボ ル ト レ集 』(1659)を は じめ 、

数多 くの ボ ル トレ集 が生 み 出 さ れ た。(Cf.L』.Lafond,《Lestechniquesduportraitdads

le"RecueildesPortraitsetdoges"de1659≫,C.A.LE.F,vo1.18(1966),p.!40.

59い ず れ の 作 品 も ス キ ュ デ リ ー 嬢 の 兄 ジ ョ ル ジ ュ の 名(Mr .deScudery,gouverneurde

NotreDamedelaGarde)の も と に 発 表 さ れ た 。 実 際 に は 妹 の マ ド レ ー ヌ が 多 くの 部

分 を執 筆 し た と考 え られ 、1g世 紀 以 降 は ス キ ュ デ リ ー嬢 だ け を 著 者 とす る見 方 も あ っ た

が 、 近 年 は 兄 ジ ョル ジ ュ の 寄 与 が 見 直 さ れ る傾 向 に あ る。 『キ ュ ロ ス大 王 』 につ い て はそ

の 内 容 や 傾 向 か ら、 特 に 第 四 部 まで は ジ ョル ジ ュ、 第 五 部 以 降 は マ ドレ ー ヌ の 特 色 が 強

く出 て い る と され る が、 『ク レ リー 』 の多 くは マ ドレ ー ヌ が 書 い た と考 え ら れ て い る 。Cf.

DelpllineDenis,≪Auteur,autorite,autoz°isation≫,PrefaceasoneditiondeClelie,histoiye

romaine,Gailimard,≪folioclassique≫,2006,p.10-21;ChantalMorlet-Charltalat,LaClelie

46Mademoisellede&多`46ク ツ,De1'⑳ 砂6ε ∂lagazette」icndzscoursfemisaindela8'Loire,

HonoreChampion,1,994,p.556-558.
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げたので、私 はす でにほかのあ らゆ る美 しさを見 たよ うに、その手や腕 の美 しさに気づ

いたのであ るliU。

マ ンダネのこの描写においては、言及される身体の部位もその形状や色彩 も、そ

れらを列挙 し畳みかける手法も、最上級などの誇張表現を多用することも、古来の

ボル トレのステレオタイプにほぼ一致する。もっとも、頭から下へという叙述の順

序は完全には守 られず、視点は髪か ら胸へといったん下って瞳へ上 り、ふたたび瞳

から手 ・腕へ と上下運動を二度繰 り返 している。そうした変則を除けば、ほとんど

すべての要素がボル トレの約束事に則 している。

これをシルヴィーのボル トレと比較 してみよう。人物描写が物語の中で独立 し、

静止 した状態で行われること、人物の年齢か ら始まるところ、体つき、威厳のある

歩 き方、美 しい髪(巻 き毛)、輝 く瞳、白く歯並びのよい歯、形のよい白い胸、鮮

紅色の顔 とロ、美 しい腕など、描 き方 も取 り上げられる部位もその様態も非常によ

く似ている。 ここからわかるように、シャールの手法は驚 くほど多 くの古典的な要

素を踏襲 しているのである。 しかし、 さらに注意深 く読むなら、シャールは伝統的

なボル トレをただ単に模倣 しただけではないことがわかってくる。

まず、呼吸の動 きをも含めて胸を描 くことで、人形のような人物像ではなく、生

きている生身の女性 を再現 したが、そのような微細な動 きを捉えられる至近距離ま

で語 り手の視点を接近させることで、描 き手と対象 との親密な関係をボル トレの中

に描き込むところは、単なるクローズアップとは異なるシャール独 自の手法 と言え

る。親密なシチュエーションではじめて観察されるそういう動 きの描写は、それに

じっと見入る 「私」の存在を読み手に意識させるからである。

また、語 り手は描写する女体の中に自分の思い出をなぞるように描 き、人物像に

個人 としての生命を吹き込む。髪の毛を硫いてもらうシルヴィーを傍 らで眺めた思

い出、ほっそ りとしたウエス トを両手で包み込んだ記憶、「私」が彼女の胸に触れ

た時に交わされたと思われる恋人同士のや りとり一 作者はデ ・フランという語 り

手兼主人公の個人的な体験、「私」にしか知 り得ないことをシルヴィーの描写に織

(涙}M
adeleinedeScudery,!窪 吻"z伽 θo多`1召Grand(}.yY21S(1649-53),Parls,Angus甑Courb合,

1656,premierepartie,livresecond(Slatkinereprint,t.1),p.186-187.
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り込むことで、人物像を個性化しているのである。これに対 して、語 り手クリザン

トが最上級の表現を駆使して描 くマンダネのボル トレは、まさに 「誰 もが心を奪わ

れる」 と言われるとお り、かぎりな く理想化され一般化されている。それはカッパ

ドキアの神殿で執 り行われる供儀を見物 しに集まった民衆が同じように眼にしたは

ずの姿である。さらに、描写に思い出を挿入するというシャールの手法に着目する

なら、各所に織 り込まれたシルヴィーとの生活のさまざまな場面の回想は、ボル ト

レという平面ないしは空間に時間の奥行 きを加えていると言えるだろう。すでに述

べたように、元来ボル トレは作中人物がはじめて登場する時に置かれるもので、登

場 した人物の外貌をその時点の視点から描 くものであるため、物語の先に起こるこ

とは盛 り込まれないのが普通である。

シャールのボル トレのそうした側面について、 ミシェル ・ヴェイユは次のように

述べている。「語 り手は物語を始める前に、ただ最初の一瞥だけをもとに描写をし

ているように見えるが、そのボル トレの中に、瞬間的に見 られたことと数年かけて

体験されたことを融合 させている。修辞的ジャンルは破綻 し、理屈の上では排除 し

合う複数の視点は渾然一体 となるGl。」ヴェイユはさらに、ボル トレの本来の機能を

逸脱 し意味に満ちたシャールのボル トレは、歌劇の前奏曲のように始 まろうとする

物語の要点を示すという点において、ジュネットの描写論 を裏切っていると指摘 し

たf,2。ジュネットによれば、文学における描写には、装飾的かつ美学的な第一の機

能を持つ ものと、説明的かつ象徴的な第二の機能を持つものがある。前者はアキレ

ウスの盾のエクフラシス63に代表 される長大で詳細な描写で、伝統的な修辞学では

物語における休止 ・息抜きのようなもの、後者は 「作中入物の心理を暴露すると同

時に正当化することを目指す」ような 「身体のボルトレ、衣服や家具調度の描写」

のことで、その場合の描写は 「同時に心理の徴候、原因、結果である(ilと される。

ジュネットは 「第二の機能」をバルザ ックとそれ以降の写実主義者たちの描写に割

r,iMi
cheleWeil,oρ.Ctt.,P.98.

621bid
.

as本 稿 脚 注 〔40〕 を 参 照 の こ と
。 な お 、 ジ ュ ネ ッ トは エ ク フ ラ シ ス と い う 用 語 を 用 い て お ら

ず 、 ス ピ カ は 前 掲 書 で そ の こ と を 驚 き を も っ て 指 摘 し て い る 。Spicaop.eit.,p.70-71.

61Gerar(iGenette
,Figures∬,Seuil,1969,P.58-59.
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り当て、古典主義時代の描写はそのようなものではなかったと述べてお り、ヴェイ

ユはこれに異を唱えたのである。

描写の機能をこのように二分することの妥当性 ・有効性についてはここでは措 く

として、たしかにヴェイユの言うとお りシャールの描写には一種の象徴的機能が

認め られるが、はたしてそれはバルザックの ものと同列に扱 えるだろうか。 また、

「純粋 に美学的Jと は言わないまで も、シャールの描写には古来の紋切 り型が数多

く取 り入れられてお り、それが物語を休止させ、読者に一種の 「息抜 き」をさせる

ことも事実である。シルヴィーの長いボル トレの直後に、物語の聞き手の男女が感

想を述べ、メタ物語世界から物語世界への移動が起 こることも、「息抜き」の機能

に関係づけられるかもしれない。ジャック・ポパ ンとミシェル・ヴェイユは、シャー

ルの小説 を論じたそれぞれの研究書において、『フランス名婦伝』の作中人物のボ

ル トレを要素 ごとに抽出 し比較 した結果、第一話、第四話、第六話のヒロインた

ち(マ ノン ・デュピュイ、バベ ・フヌイユとシルヴィー)の ボル トレはほとんど同

じ要素(白 くなめらかな額、黒 く物憂げな瞳、蠣輔で作 られたように形のよい胸な

ど)か ら成 り立っていることを突 き止めたEi5。そこからポパンは 「いくつかの表面

的な変化を除けば、シャールは常に同じ一つのモデルを書いている吻 とさえ指摘

する。そうだとすれば、理想的ではあるが画一的な一種のマネキンに若干の変化と

エピソー ドを加えてボル トレを個性化するというのがシャールの方法だったという

ことになる。ならばそこに指摘 される象徴的機能 とは、 どのようなものなのだろう

か。以下ではシルヴィーの髪の描写 をとおしてこの問題を考察 したい。

シル ヴ ィ ーの 髪

シ ル ヴ ィー の 髪 が 言 及 され る重 要 な場 面 は 三 つ あ る 。 一.目 は先 に引 用 した長 い

ボ ル トレに お い て 、 「身 の 丈 よ りも一 尺 余 り長 い 」 髪 の非 常 な 長 さが 、 シ ル ヴ ィ ー

が テ ー ブ ル に乗 るエ ピ ソー ドに よ って 強 調 され と ころ 、 二 番 目は最 初 に 引用 した シ

ル ヴ ィー が 脆 く場 面 で 、 シル ヴ ィー の 胸 と髪 が 主 人公 の 決 心 を 吹 き飛 ば した よ う

65JacquesPopin
,op.Clt.,t.1,p.333-338;Weil,(ψ 。C2t.,p,90sqq,

66P
opi無,oメ).cit.,亀 。1,茎).333.
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に、髪は強い呪縛力を持つもの として描かれている。そして三番目は、ガルワンと

姦通 したシルヴィーを主入公が罰する場面である。廃屋の監禁部屋で、妻に証拠の

首飾 りを突きつけ、裏切 りへの復讐を宣言するデ ・フランは、誰の手も借 りずに刑

の執行に取 りかかる。

彼 女 は何 も答 えずた だ私の足 もとに身を投 げ崩 し、止 め どな く涙 を流 しま した。 それ

に対 して、 落ち着 きを取 り戻 していた私 は 、ただ軽蔑 的な微笑 を返 すだ けで した。私

は最下層の百姓女が使 うよ うなぼろ着の束 を彼女 に投 げ与 え ました。服 を脱がせ、 自分

で髪 を切 るよう強要 し、 その髪を彼女の 欝の前で蝋燭 の火 に くべ ました。惜 しい ことを

した と今で も思 います。 あれほ どに美 し く長 く豊か な髪 を生涯 見たこ とがないか らです

(416)0

剃髪は日本を含む多 くの国で古来から行われていた刑罰の一つで、mマ 法制下

のヨーロッパでは姦通罪を犯した女性に課された。この刑罰が多くの地域や国に存

在 したのは、頭を剃 られるということ自体が屈辱的である上に、活力、豊穣、美 し

さの象徴である髪を切ることが禁欲に、魔力が宿ると見倣 された髪を剃 ることが罪

の浄化に関係するためであろう。デ ・フランが妻に与えたこの罰は、しかも自ら切

らせた髪を目の前で焼 くという冷酷なもので、シルヴィーの髪の非常な量と美しさ

が何度も強調 されるだけに、強烈な印象を与えている。しか し、シルヴィーの髪を

切 らせるという行為は、刑罰を意味するだけではないだろう。

「マグダラの再来」が言及される場面で、 自らの髪 に全身を覆われ脆 くシル

ヴィーを前に心身の 自由を失 う主人公は、その原因を 「私を導 く運命の星(mon

etoilegttim'entrainait)」 と名指 している。この 「星」は主入公 を不名誉 な愛へ

引 きず り込む超 自然的な力 として物語でたびたび言及 され、あらがいがたいシル

ヴィーの魅力67に結びつけられる。ここで想起 されるのは、シャールが 『ドン・キ

(i7シ ル ヴ ィー の 魅 力 の 超 自然 的 な 力 を強 調 す る とい う点 で は
、・charmez-・,・ensorcelerな

どの 語 の特 徴 的 な 用 い 方 に も注 意 す る必 要 が あ る。 一 般 的 に は どち ら も 「魅 惑 す る」 と訳

せ るが 、 シ ャ ー ル は い ず れ の 語 も、 語 の 本 来 の 意 味(呪 文 を唱 え る 、魔 法 に か け る)を 意

識 して 使 って い る と考 え られ る。《ensorceler》 の 用例 と して は、 身 の 潔 白 を 主張 す る シ ル

ヴ ィ ー の方 か ら別 離 を切 り出 す 場 面 で、 い っ そ う深 く彼 女 へ の 恋 情 に の め り込 ん で ゆ く主
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ホーテ続編』において 「全身をつたい落ちる」髪を 「心を繋 ぐ鎖」に喩えているこ

とである68。ここからもわかるように、シルヴィーの長い髪は主人公か ら自由を奪

う超 自然的な力を象徴する。それが宿命の星と結びついて彼を破滅へと追い立てて

ゆくのである。 しかしデ ・フランは、最後にシルヴィーとの関係を断ち切 り、彼女

の死後 も生 き延びることになる。つまり、シルヴィーに髪を切らせるのは、その魔

力 を断ち切るため、 自分を 「星」から解放するためである。シルヴィーにとって刑

罰である断髪は、デ ・フランにとっては悪魔払いの意味を持つのである。

このように、 シルヴィーの髪は、マグダラのマ リアや罪の女の符牒であると同時

に男性 を破滅 さる魔力の表象 として描かれてお り、そこに一種の 「象徴的機能」を

読み取 ることができる。 しかしながら、それらの含意はいずれ も伝統的な図像学で

読み取れるたぐいのものだということに注意 したい。つまり、それらが指向するの

は現実的な個人ではなく古,典的なアレゴリーの体系なのである。このことをふまえ

てあらためて描写の機能を考察すれば、 シルヴィーの描写 とバルザ ック以降のそれ

は本質的に異なることが理解されるだろう。たとえば 『ゴリオ爺 さん』の冒頭で

人 公が、「かつ てない ほ どに呪縛 されて(ensorce1の 」恋 人の家 を出、「星」 に対 して無抵

抗 な自身 を見出す」 とい う箇所がある(IF.,P.357)。 ・charmer・ とい う語 の多爾 につ いて

は後述す る。

68「彼 〔ドン・キ ホーテ〕は彼女 〔アンジェリカ〕を草の上に横 たわる完 全な美女 として再現 し、

彼女 を絵 にす るため、かつて小説で読んだあ りとあ らゆる常套句の助けを借 りるのだった。

頬 には薔 薇の花、口 には真珠、唇 には珊 瑚、額に は雪花石膏、 ほかに も同 じように愚 か し

い無数の言葉がそれぞれの場所 にお さまった。要するに、あ らゆる手 を尽 くしたのである。

注意深 く聴 いていたサ ンチ ョはあ まりに も仰 々 しい描写 に退屈 していた。そ んな描写 は 自

分 の趣 味ではない し、全 く理解 で きなかったか らだ。 しか し、 主人が賛美す るそ の女 人の

肩 の上に無造作 にかか った髪 が大 きな うね りとなってその全 身 をつ たい落 ちる とい う描写

まで来る と、サ ンチ ョはす っか り不機嫌 になった。騎士 曰 く、それ はまるで心 を繋 ぐ鎖 の
セピュロス

よ う、 かす か な西 風 は そ の髪 と た わ むれ 、 そ の 髪 を物 憂 げ に なび か せ る。 「ち ょ っ とち ょっ

と旦 那 」 サ ンチ ョは主 人 の言 葉 を遮 っ て早 ロ に言 った 。 「も しか して 旦 那 の 髪 の 中 で 遊 ん で

る こ いつ が そ のザ ピ ュ ロ ス 〔ママ 〕 とや ら じゃ な い んで す か 。」 そ う需 う と騎 士 の 耳 に 手 を

や り、 そ こか ら何 か を 引 っ 張 り出 す ふ りをす る と、 指 の 問 に 挟 み 、 虫 を潰 す よ うな格 好 を

した 。」Continuationdel'HistoiredeZ'AdmiyableDon(2厩 漉o旋4εlaM加2c加,1713(ed.

JacquesCormieretMicheleWeil,Droz,1994,p.28'7-288.
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ヴォケール館 とその周辺の長大な写実的描写とともに詳述 される女主人の容姿は、

「不幸がにじみ畠るこの部屋に調和する」ものとして、「下宿がその人物を含意する

ように下宿屋を説明する」ものとして描かれ、これから登場する入物たちの生活と

ドラマを予告する〔～9。ヴェイユの言う、歌劇の前奏曲のような機能 とは、まさにこ

のような描写に与えるべきものであろう。それに対 して、 シルヴィーの描写では、

そこに挿入されるエピソー ドが物語内容を予告することはあっても、描写自体にそ

うした機能が付与 されることほとんどない。たしかにシルヴィーの髪は恋人の心を

縛る魔力を 「象徴」 してはいるが、その場合の象徴とは、女性の長い髪が魔力や豊

穣の寓意であったり、娼婦やマグダラのマリアの符牒であったりするのと同じで、

古典的なアレゴリーの規範の内で機能するだけで、その規範を逸脱した現実的な世

界を指 し示す19世 紀以降のそれとは決定的に異なるのである。

誘 惑 と言 い訳

フLデ リ ック ・ドロ ッ フル が 指摘 す る よ うに 、 『フ ラ ンス 名 婦 伝』 第 五 話 の レ ピー

ヌ嬢 の花 嫁 衣 装 は、 ゴ ン クー ル兄 弟 が 『18世紀 の 女 性 た ち』 に採 録 す るほ ど詳細 に

い きい き と描 か れ て い る 。 しか し、 そ の 描 写 は 作 中 人物 の 心 理 の 象 徴 で も な け れ

ば、 レピ ー ヌ嬢 の あ ま りに も悲 惨 な最 期 の 予 兆 で も ない 。 同 じ描 写 を最 後 まで 読 め

ば、 「要 す る に 、 彼 女 は 入 を 魅 惑 す る(charmer)よ う な様 子 を して い た の で す7`'」

と締 め 括 られ て い る よ う に、 語 り手 デ ・プ レの 意 図 は 、 レ ピー ヌ嬢 の 美 貌 を あ りあ

り と描 き 出す こ とで 自分 が 彼 女 に魅 惑 され た わ け を説 明 し、 身 分 違 い の 恋 に 落 ち た

自分 の過 ち を弁 明 す る こ とに あ る。 第 五 話 だ け で な く、 第 四 話 の バ ベ の ボ ル トゾ

も、 第 七 話 の セ レニ ー の ボ ル トレ72も同 じ よ う にcharmerと い う動 詞 で締 め 括 られ

て い る。 ま た、 描 写 の最 申 で も、charmerと い う語 は、 《ellechanceacharmer・

(第二 話ra)、・ 〔elle合tai℃〕faiteacharmer・(第 六 譜1)の よ うに女 性 の ボ ル トレの

bgBa玉zac
,ゐeFeyeGoyiot(1835),LaComedicha〃mine,《1aPl6呈ade》,t王1,1951,p.852.

10
≪[…]enfinelleetaitdallsunetatacl7arrlle1°

IF,p.!88.

721Fp
.464

雲;IF;
P.85.

7且IF
.P.31α

.≫IF,p.261.
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中でほとんど必ず用いられる。charmerの 本来の意味は 「魔法にかける」、「呪文を

唱える」ことであることからもわかるように、シャールの男性主人公たちは女性の

身体の描写にこの語を繰 り返 し用いることで、自分たちが誘惑に屈 した理由を説明

しようとしたのである。

私があ らゆる愚行 を重 ねたの も、あ らゆ る不幸 に見舞 われたの も、ひ とえ に彼女の た

め、彼女が私 の心 に生 じさせた愛の ためであ る以 上、 由分の恋情 の激 しさ と荒々 しさ、

そ して思い を遂 げるために したあ らゆ ることを弁解す るには彼女 の美点 と美 しさをロ実

にする しか ない以上、彼女 のボル トレを ご覧 に入れ るの は私 の名誉 にかかわ ることなの

です(310)。

これはすでに引用 したシルヴィーの長いボル トレの前ロ上である。ここにはっきり

示 されているように、シルヴィーの美貌 と魔力をつぶさに描 くのは、自己弁明のた

め、罪の女を愛 してしまった自分の弱さを釈明するためなのだ。このことを、ジュ

ネットの言う 「正当化」の機能に関係づけることはできるだろう。しかし、ここで

正当化される作中人物とは、描かれる人物シルヴィーではなく描 く人物、つまり語

り手兼主人公デ ・フランの方である。はじめに述べたとお り、『フランス名婦伝』

はいわゆる枠物語で、再会 した旧友たちが交互に物語を語 り合 う一次元の物語世界

の上に、物語られる二次元の物語世界が位置づけられる。したがって、女体 を描 く

語 り手は二次元の物語世界の主人公であ りながら、一次元の作中入物に対 して自己

弁明をしているわけである。そうした描写には、たしかに説明や正当化の機能を指

摘できるが、ジュネットがバルザック以降の小説について指摘 した機能 とは異なる

のである。

ところで、デ ・フランが運命の 「星」やシルヴィーの魔性に帰す ところのあらが

いがたい力 とは、裏を返せば彼 自身の弱 さのなせるわざにす ぎない。シャール自身

もそのことに気づき、そう書いてもいる。 『フランス名婦伝』 の迷信的な箇所 に難

をつけた 『文学新聞』の書評に対 しては、「私は占星術 を全 く信 じません。そんな

ことをしたら、予定説を信 じたり、自分か ら自由意志を取 り上げたりすることにな

り、その結果、 自分の堕落 した本性が犯かす罪の責任を星 〔運命〕に転嫁する権限
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を 自分 に与 え る こ とに な るで し ょうか ら」 と応 答 して い る75。 さ らに、 『宗 教 に つ い

て の異 議 』 に も次 の よ う な言 葉 が 見 られ る。

運命 や宿 命や星に頼 るの は不幸 に打 ちひ しがれた時だけです。そ ういう不幸 は避 け られ

なかった とつぶや くの は自分 を慰 めるためです。それ は欝い訳 をす るため、そ うい う不

幸 を招 いた自分 の過 ちを責 めないためでず6。

シャールのこうした考察は、デ ・フランのそれと表裏の関係にある。主入公兼語

り手の 「私」 と自らを明確に区別する作家シャールの姿勢をここで確認 してお くべ

きだろう。つまりシャールは運命論の 「弱さ」を理解 した上で、その弱 さに屈 し、

その弱さを弁解する男の物語 を書いたのである。

エ ク フ ラ シス

マ グ ダ ラ の マ リ ア を描 い た 無 数 の絵 画 の 中 に、 さ な が ら シ ル ヴ ィー の よ う に 自

ら 髪 を切 る 女 の 絵 が あ る 。 ア ン トワ ー プ 出 身 の 画 家 ガ スパ ー ル ・ド ・ク レイ エ

(1584-1669)の マ グ ダ ラ像 で あ る。 暗 が りを背 景 に して 描 か れ た そ の女 は 、栗 色 の

長 い 巻 き毛 で 、 頬 は 自然 な紅 色 に染 ま り、 ロ は小 さめ 、 顎 は ふ っ く ら と して 中央 に

は え くぼの よ う な もの が 見 え る。 左 手 の 中 指 、 小 指 と親 指 で 髪 の房 をつ か み 、右 手

に持 っ た は さみ で 今 ま さ にそ の 房 を切 り落 とそ う と して い る。 ク リー ム色 の肌 着 が

少 しは だ け 、 喉 も と と、 あ らわ な 腕 の 白 さ が 目 を引 く。 あ どけ な さが残 る表 情 も、

肌 の みず みず しさ も、 二 十 歳 前 の 乙女 の 風 情 で 、 シ ル ヴ ィー の ボ ル トレ との 共 通 点

は非 常 に多 い。 前 面 に は濁 腰 と宝 石 類 が 描 か れ 、 顔 を半 ば傾 げ て 天 を仰 ぎ見 る姿 勢

か ら、 虚 飾 との決 別 を覚 悟 した こ とが 見 て取 れ る。

シ ル ヴ ィ ー を想 起 させ るマ グ ダ ラ像 は ほか に も あ る。 あ ら わ な胸 が 物 議 を醸 した

テ ィツ ィア ー ノ(TizianoVecellio,1490?-1576)の 数 点 のマ グ ダ ラ は、 シ ル ヴ ィー

の胸 が こ だ わ りを もっ て描 か れ る こ とに 関係 づ け られ るか も しれ ない 。 ま た、 泣 き

"LettiedeChalleauJournallitteraire
,le22janvier1714,RobertChalle,Memoireset

coyrespondancecomplete[…J,ed.FredericDeloffreetJacquesPopin,Droz,1996,p.471.

76RobertChalle
,DifficultesS多cylareligionρ70/)owesauメ 》ere/Vlalebranche,6d.Fr6d合rまc

Deloffree宅Fra汎CoisMoureau,Droz,2000,p.687-688.
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は ら した 目で濁 膜 を見 つ め る サ ンテ ー ル(Jean-BaptisteSanterre,1651-1717)の

マ グ ダ ラ像 も シ ル ヴ ィー の 描 写 を彷彿 させ る 。 この作 品 は1709年 に個 人 の た め に制

作 さ れ、 ル イ 十 四 世 の 目に留 まっ て 王 の も の に な っ た と され る か ら//、時 代 的 に も

地 理 的 に もシ ャー ルの 近 くにあ った こ と にな る。 実 際 に シ ャー ル が 見 た か ど うか は

確 認 で きな い が 、 少 な く と も噂 に 聞 くこ とは あ っ た の で は な い か。 こ の絵 画 で も、

マ グ ダ ラの 髪 は非 常 に美 しい 栗 色 の 巻 き毛 で あ る。 少 し狭 くて 形 の よい鼻 、胸 の あ

た りが は だ け た ひ とえの 部 屋 着 と肌 着 、 そ こか ら覗 く輕 韓 で作 っ た よ うな胸 、額 と

肌 全 体 の 非 常 な なめ らか さ、 そ して 何 よ り悲 しみ に 打 ち ひ しが れ た顔 の 表情 に 、 シ

ル ヴ ィ ー の面 影 を見 出 さず に はい られ ない 。

シ ャ ー ル にお け る聖 人 の 表 象 に関 す るそ の 論 文 の 中 で 、 ジュ ヌ ヴ ィエ ー ヴ ・ア ル

テ ィ ガスeム ナ ンは脆 くシ ル ヴ ィー の 描 写 を引 用 して 次 の よ うに 述 べ て い る 。 「『フ

ラ ンス名 婦 伝 』 の第 六 話 の 主 人 公 デ ・フ ラ ンが こ こで 暗 に 言 及 して い る の は 、 ル カ

に よる福 音 書 で は な く、 悔 陵す る罪 の 女 とい う主 題 を表 象 す る霧 しい 数 の絵 画 で あ

る78。」 ム ナ ン は特 定 の絵 画 に 言 及 して は い な い が 、 『東 イ ン ド航 海 日誌 』 や 『宗 教

に つ い て の 異 義 』 か ら例 を引 きな が ら、 シ ャー ル が絵 画 に 強 い 関 心 を持 って い た

こ と を指摘 し79、特 に1684年 か ら87年 に か け て ロー マ に滞 在 した こ とが シ ャ ー ル の

宗 教 画 へ の 関心 を確 か な もの に した と述 べ て い る。 ム ナ ンが 指 摘 す る とお り、 シル

ヴ ィー の描 写 に は幾 枚 か の絵 画 を思 い 起 こ させ る と こ ろが あ るが 、 そ の どれ か に 完

全 に一 致 す る こ とは な い。 シ ャ ー ル はお そ ら く、 各 所 で 目 に した 絵 画 を も とに して

771sabelleRenaud -Chamska ,擁 卿 一伽4616∫ π6entousS8Setats,乃 吻109∫8d'uyaefiguredans

lesartsetleslettres(ITIe-XXIesiecle),lesEditionsduCerf,2008,p.239.

7sGenevieveArtigas -Menant ,《LessaintsdeRobertChalle》ElisabethPinto-Mathieu(dir)

Les7砂7636漉 纏oπ31itteyairesdelasaintete,dizMoyenAgednosjoacrs,PUPS,2006,p.96.

79ム ナ ンは 『宗 教 につ い て の異 義 雲 の 次 の 箇 所 を引 い て 、 シ ャー ル の 絵 画 に対 す る 強 い 感性

を 指摘 して い る。 「寺 院 の 申 で は どこ を 向 い て も裸 の 男 の 像 を見 せ られ る こ とが 、 祭 祀 の 神

聖 さ とい う もの で し ょ うか 。 女 性 の 差 恥 心 や 弱 さへ の 配慮 は 必 要 ない ので し ょ うか 。 画家

や 彫 刻 家 が 技 巧 を尽 くす そ うい う図 像 に は影 響 力 が な い で し ょ うか 。 「コ ノ 人 ヲ見 ヨ」[茨

の 冠 を い た だ く キ リ ス ト像]、 十 字 架 上 の キ リス ト像 、 水 も滴 る美 男 の 聖 セ バ ス テ ィア ヌ

ス 像 は 乙 女 の心 を動 か さ な い で し ょ うか 。 一 定 の 場 所 に か け られ た布 は 隠 そ う とす る も

の の 観 念 を 目 覚 め さ せ 、 こ の観 念 は そ の た め い っ そ う鮮 烈 に 心 を捉 え な い で し ょ うか 。」

(D顔6κZ'6s,ed.citee,p.543;前 掲 訳 書 、p.369.)
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「新 ・マグダラのマ リア」を描いたのだろう。そのように考えるなら、 シルヴィー

の描写に図像学の要素が散見するのは、当然の帰結であろう。また、実際に見た多

数の絵画を記憶の中でたどりながら、新たなマグダラ像を創作 して小説に描いたと

するなら、その意味で、シルヴィーの描写 もまた一種のエクフラシスと言えるだろ

う。

しかしながら、福音書のコンテクス トを軽視するムナンの指摘には反論 しなけれ

ばならない。シャールが聖書の真摯な読者であったこと8。を指摘するまでもなく、

「マグダラのマリアの再来のように見えた」 というひとことが聖書の箇所 と無関係

に発せられるはずがないのは明らかである。それどころか、マグダラのマリアを名

指すことは、この描写の背後にある語 り手の意図に強 く結びついているように思わ

れる。『フランス名婦伝』に登場する多 くの男性 と同じく、きわめて男性申心的な

デ ・フランにとって、過ちを犯 した妻を赦すことは 「不名誉」であ り 「卑しさ」で

あり 「弱 さ」である。 しかし、多 くの罪を赦 したイエス ・キリス トに倣えば、その

赦しは憐れみにも強さにもなるだろう。シャールはこの逆転の構図を利用 したので

はないだろうか。つまり、そこには、ルカによる福音書第七章を参照させることで

はじめて機能する、赦 しの正当化という意図が隠されているのである。

*

* *

以上で見たように、脆 くシルヴィーの姿に結晶するシャールの描写は、ボル ト

レという17世紀の技法を模倣する中で培われ、同 じボル トレの技法を裏切 り破綻

させることで、それまでの描写には見られない個性 と生々しさを獲i得していった。

シャールのそうした描写の中に、19世 紀以降の小説に見られる象徴的機能を指摘す

る向きもあるが、シルヴィーの描写に関するかぎり、描写に挿入された思い出話な

どがその先に起こる出来事に触れることはあっても、描写 自体が物語内容を予告 し

鋤 『宗 教 につ い て の 異 義』 の作 者 は 聖書 を 全部 読 み
、福 音 書 は ラ テ ン語 で も読 ん で い る と書 い

て い る 。(Diffzcultes,ed.citee,pp,7Q307;前 掲 訳 書 、pp.19,193.)
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た り含意 したりするわけではない。 また、シルヴィーの長い髪がマグダラ、罪の

女、誘惑、魔力を象徴するとはいえ、それらはみな古典的なアレゴリーによって説

明されるもので、真実らしさの規範を逸脱するものではない。その意味で、シャー

ルの描写は、バルザック以降の写実主義的なそれ とは区別されるべ きである。ま

た、シャールの意図は、描写をとお して現実的な女性を再現することではなかっ

た。シルヴィーの姿態をつぶさに描き出す語 り手デ ・フランには、全 く別の動機が

存在する。 出生のいかがわ しさを知 りながらシルヴィーを思い切れなかったこ

と、母親に背いて密かに結婚まで したこと、その妻を友人ガルワンに寝取 られたこ

と、それでもシルヴィーの美しさに心惹かれていること一一そ うした 「不名誉な」

事態を引 き起こした自分の弱さを正当化するという動機である。デ ・フランがシル

ヴィーの魅力を宿命の星に結びつけ、彼女を魔性の女に仕立て上げるのも、マグダ

ラのマリアを引 き合いに出し、罪の女を赦 したイエス ・キリス トに自分を重ねるの

も、この動機ゆえであろう。

同様の構図は 『マノン ・レスコー』にも見出される。デ ・グリユー もまた自分の

心を奪ったマノンの魅力 を 「自分を破滅へ と導 く運命の星のが 」、「呪縛82」と呼ん
フアム　ファタル

で 自分の弱 さを正当化 し、それによってマノンを単なる悪女か ら宿命の女へ と引

き上げた。 とはいえ、そのためにプレヴォーが描いたのはマノンの容貌ではな く、

デ ・グリユーの激情であった。スキュデリーをはじめとする17世紀小説の愛読者 と

して知 られるプレヴH3が 、人物や風景をほとんど描かなかったことか らも、小

説が意識的に新しい描写の方法を模索 し始めたことが理解されるだろう。つまり、

プレヴォーは新 しい描 き方をするとい うよりはむしろ描写を拒否することによっ

て、小説の叙述に新 しい展開を与えたのである。ディドロもプレヴォーと同様、ヒ

ロインの容貌をほとんど描かなかったが、無言でひれ伏すデノン嬢の身体描写の中

に確認 したように、美術批評や演劇論の経験を小説に活かすことで、それまでの小

説がほとんど描かなかった身体の位置関係や表情を描 き、それによって小説の場面

をいわば静止画から動画へ と変革していった。こうして小説の描写の可能性は、18

81
《1'ascenda簸tde澱adestineequlm'entrainait》Prevost,ψc鉱,p.20.

82
《Toutesafiguremeparutunenchantement.》 乃id.,P・44・

83JeanSgard
,Pフ'evostYO〃aanciey,Jos6Corti,1989,P・147sqq・
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世紀を通 して切 り開かれていったのである。そのような観点からシルヴィーの描写

を眺めるなら、本稿が扱ったごく僅かなテクス トからも、シャールの小説の 「萌芽

的」な位置が鮮明に見えて くる。ボルトレに挿入されたエピソー ドがジャンルを綻

びさせたように、シャールの描写は依然として前世紀の栓桔にとらわれながらも、

そこに風穴を開けたことに変わ りはない。脆 くシルヴィーはプレヴォー、ディドロ

をはじめとする18世紀の作家 らを魅了 しなが ら、新しい小説が取 り組むべき課題 を

指 し示 したのである。


